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今月の表紙 ＣＯＶＥＲ

晴天に恵まれた穏やかな朝、本市と高原町の境に
ある御池を訪れると、鏡のような水面に霧島山が映
り込み、幻想的な景色を見せてくれました。美しい
自然の早朝ならではの表情が広がっています。

元プロ野球選手20人が集結したドリーム・ベー
スボールが、コアラのマーチスタジアムで開催。

野球教室や市選抜チームとのドリーム・ゲームが行
われ、観客からは多くの声援が送られていました。

野球界のレジェンドが勢ぞろい！
５月17日

都城茶の新茶試飲・販売会が「道の駅」都城
N
ニ ク ル
iQLLで開催。茶摘み娘の衣装をまとった高

城高校茶道部員が急須で入れた新茶を振る舞い、来
場者は爽やかな香りや味わいを楽しんでいました。

宮崎国際音楽祭に合わせて帰郷した世界的バレ
エダンサーの西島数博さんが西田副市長を表

敬訪問。「子どもの頃からバレエに触れられる活動
を都城でもやっていきたい」と意欲的に語りました。

世界的バレエダンサーが都城に！
５月14日

朝一番のリフレクション

新茶のおいしい季節到来！
５月24日
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まちの話題
人口減少から人口維持へ
都城歴史資料館企画展「発掘!!土の中の都城」
2027国スポ・障スポリハーサル大会開幕！
都城で学ぼう！
令和７年度市の財政状況
正しいごみ出しと小型家電リサイクルで資源
を大切に
７月は資格確認書や各種認定証の更新月です
市立美術館特別展「鈴木のりたけ　大原画展」
都城島津伝承館企画展「イロイロ～色彩に見
る都城の歴史～」
保護司の活動を紹介します／安全な血液の安定確
保のため、献血に協力ください
INFORMATION（市からのお知らせ）
７月は飲酒運転根絶強化月間です
適正に利用ください都城夜間急病センター／
肝炎ウイルス検診を受けて、早期発見・早期治療！
ぼんちのECOライフ／安全・安心情報／
読者のお便り
企業の力／今月の読者プレゼント
美術館情報／都城島津伝承館だより／
歴史探訪
国スポ・障スポ夢追い人／
今月のみやこんじょ弁／おすすめ図書
都城フィロソフィ／私の夢／現住人口／
届けたい都城の風景／編集後記
ラジオ体操・みんなの体操会／広告
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まちの話題 in M i y a k o n o j o

国道222号牛ノ峠バイパスの建設促進大会が総合
文化ホールで開催。28年ぶりに未整備区間の

調査・検討が決定した本バイパスの早期完成に向けて、
約1400人の参加者が思いを一つにしました。

歯と口の衛生週間に合わせて、ウエルネス交流プ
ラザでお口の健康フェスティバルが開催。会場

に訪れた子どもたちは、仕事体験などを通して歯と
口の健康について楽しく学んでいました。

牛ノ峠バイパス事業再開へ大きく前進
６月６日

楽しく学んで虫歯を予防！
６月６日

ソフトバンク公式戦で都城をＰＲ！
５月24日

今年もみずほPayPayドーム福岡でスポンサー
ゲームを開催。王貞治さんの功績を称える「OH 

SADAHARU LEGACY DAY」の同日、ドームは
背番号89のユニフォームを着たファンであふれ、
地元特産品の宮崎牛炭火焼や都城メンチを振る舞う
など「肉と焼酎のまち」を ＰＲしました。

ビーチバレー国内最高峰の大会が開催
６月12日～ 14日

​父の日を前に、父と牛乳をかけて、牛乳や乳製
品の消費拡大を呼び掛ける同キャンペーン。

酪農家の代表者らは、池田市長を表敬訪問し牛乳な
どを贈呈するとともに、来庁者に振る舞いました。

父の日に牛
ち ち

乳を贈ろう！キャンペーン
６月12日

霧島ファクトリーガーデンで、ジャパンビーチ
バレーボールツアー2026第３戦が開催。国内

トップレベルの選手らが繰り広げる白熱したラリー
を目の前に、会場は熱気に包まれていました。
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令
和
５
年
に
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
が
発
表
し
た
推
計
で
は
、
令
和

７
年
の
本
市
の
人
口
は
15
万
人
台
半
ば
ま

で
大
幅
に
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
本
市
独
自
の
人
口
戦
略
が
功

を
奏
し
、
全
国
１
７
１
９
市
町
村
の
う
ち

約
９
割
の
市
町
村
で
人
口
が
大
き
く
減
少

す
る
中
、
本
市
の
人
口
は
16
万
人
を
維
持

し
ま
し
た
。

国
の
厳
し
い
減
少
予
測
を
大
き

く
上
回
り
人
口
16
万
人
を
維
持

人口減少から人口維持へ
厳しい減少予測を大きく上回り、
人口16万人を維持！

H27 R22R2 R7 R12 R17
135,000

140,000

145,000

150,000

155,000

160,000

165,000
165,029人

160,640人

154,967人

148,793人

（▲3.53%）

160,340人
+5,373人（▲0.18％）

都城市人口
国推計

142,751人

136,864人

市では、人口戦略を「究極のインフラ整備」と位置付けて積極的に取り組んでいます。５月末に発表された令和
７年国勢調査の人口速報集計において、本市の人口は160,340人となり、全国的に人口減少が進み、本市におい
ても厳しい推計が出されていた中で人口16万人を維持しました。今回は、本市の人口戦略による数値的な成果や
さまざまな波及効果について紹介します。

◎問い合わせ	 人口対策課	 ☎23‒0934
	 こども政策課	 ☎23‒2684
	 保育課	 ☎23‒4894

H27 R22R2 R7 R12 R17
135,000

140,000

145,000

150,000

155,000

160,000

165,000
165,029人

160,640人

154,967人

148,793人

（▲3.53%）

160,340人
+5,373人（▲0.18％）

都城市人口
国推計

142,751人

136,864人

国推計値（R5）と国勢調査速報値
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平
成
27
年
や
令
和
２
年
の
国
勢
調
査

と
比
較
す
る
と
人
口
の
減
少
数
・
減
少
率

と
も
に
大
幅
に
改
善
し
て
い
て（
表
①
）、

県
内
26
市
町
村
の
中
で
本
市
の
増
減
率
は

最
小
。
さ
ら
に
、
三
大
都
市
圏
と
政
令
指

定
都
市
を
除
く
全
国
の
主
要
都
市（
人
口

地
方
主
要
都
市
の
中
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
人
口
維
持
率

15
万
人
以
上
の
65
都
市
）
の
中
で
、
本
市

の
増
減
率
は
全
国
３
位
、
九
州
で
は
１
位

と
な
り
ま
し
た（
表
②
）。
大
都
市
圏
か

ら
遠
く
、県
庁
所
在
地
で
も
な
い
地
理
的・

行
政
的
な
条
件
の
中
で
、
厳
し
い
減
少
予

測
を
大
き
く
覆
し
て
人
口
を
維
持
し
た
こ

と
は
、
本
市
独
自
の
人
口
戦
略
が
確
実
に

結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

人口の維持だけでなく、まちの未来の基盤とな
る子どもたちの数にも大きな変化が起きていま
す。本市の令和７年度の出生数は1,146人を記録
し、平成25年度以来、実に12年ぶりに増加へと転
じました。

この出生数の増加を力強く後押ししたのが、令
和５年度からスタートした「３つの完全無料化」
をはじめとする、本市独自の積極的な子育て支援
策です。「都城なら、安心して子どもを産み育てら
れる」と実感できる子育てしやすい充実した環境
づくりが、子どもたちの笑顔と、まちの確かな未
来へとつながっています。

表①　国勢調査における本市の人口推移

調査年
都城市 国 県

人口（人） 増減数（人）増減率（％） 増減率（％）増減率（％）
平成22年 169,602 ー ー ー ー
平成27年 165,029 ▲4,573 ▲ 2.69 ▲ 0.75 ▲ 2.74
令和2年 160,640 ▲4,389 ▲ 2.65 ▲ 0.74 ▲ 3.12
令和7年
(速報値) 160,340 ▲ 300 ▲ 0.18 ▲ 2.45 ▲ 4.73

表②　三大都市圏などを除く人口15万人以上の65都市の人口比較

順位 都市 令和２年 令和７年 増減数 増減率
人口（人） 人口（人） （人） （％）

1 つくば市 241,656 268,991 27,335 11.31
2 東広島市 196,608 198,496 1,888 0.96
3 都 城 市 160,640 160,340 ▲300 ▲0.18

6 大 分 市 475,614 470,172 ▲5,442 ▲1.14
14 鹿児島市 593,128 580,970 ▲12,158 ▲2.04
15 那 覇 市 317,625 311,073 ▲6,552 ▲2.06
16 久留米市 303,316 296,827 ▲6,489 ▲2.13
18 佐 賀 市 233,301 227,754 ▲5,547 ▲2.37
24 宮 崎 市 401,339 389,799 ▲11,540 ▲2.87
54 長 崎 市 409,118 381,738 ▲27,380 ▲6.69
57 佐世保市 243,223 226,189 ▲17,034 ▲7.00

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

1,350

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

1,336

1,309

1,208 1,203

1,1001,093

1,146

人口戦略（R5～）

増加

維持

12年ぶりに出生数増加！
令和７年度
出生数1,146人

H27 R22R2 R7 R12 R17
135,000

140,000

145,000

150,000

155,000

160,000

165,000
165,029人

160,640人

154,967人

148,793人

（▲3.53%）

160,340人
+5,373人（▲0.18％）

都城市人口
国推計

142,751人

136,864人

本市の出生数の推移（人）

Check!

※６位以下は九州管内のみ抜粋

※参考（国・県増減率）
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本
市
が
取
り
組
む
人
口
戦
略
に
よ
り
、

特
に
若
い
世
代
の
移
住
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
最
新
の
デ
ー
タ
で
は
、
本
市
へ
移

住
し
た
世
帯
主
の
年
代
は
、
20
代
以
下
が

34
・
０
㌫
、
30
代
が
30
・
７
㌫
、
40
代
が

16
・
９
㌫
で
、 

40
代
以
下
の
子
育
て
世
代

が
移
住
者
全
体
の
81
・
６
㌫
を
占
め
て
い

ま
す
。

若
い
世
代
が
増
え
る
こ
と
は
、
ま
ち
の

成
長
や
出
生
数
の
増
加
に
も
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

移
住
世
帯
の
８
割
以
上
が
40
代

以
下
の
子
育
て
世
代

本
市
の
人
口
戦
略
に
よ
る
若
い
世
代
の

移
住
や
出
生
数
の
増
加
は
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
直
結
す
る「
一い

っ

石せ
き

六ろ
く

鳥ち
ょ
う

」
の
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

短
期
的
効
果
と
し
て
、
納
税
義
務
者
が

５
㌫
増
加（
下
図
①
）
し
た
こ
と
で
、
個

人
市
民
税
が
11
㌫
増
、
固
定
資
産
税
が

６
㌫
増（
下
図
②
）
と
な
る
な
ど
、
市
の

財
源（
税
収
）は
確
実
に
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、一
時
は
深
刻
だ
っ
た
人
手
不
足
も
、

有
効
求
人
倍
率
が
１
・
68
か
ら
１
・
16
へ

と
大
き
く
改
善
し（
下
図
③
）、
地
元
の

雇
用
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
長
期
的
効
果
と
し
て
、
今

回
の
国
勢
調
査
で
示
さ
れ
た
人
口
維
持

（
下
図
④
）
や
12
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ

た
出
生
数（
下
図
⑤
）、
そ
し
て
Ｕ
タ
ー

ン
に
よ
る
後
継
者
確
保（
下
図
⑥
）な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
口
戦
略
と
い
う「
未

来
へ
の
投
資
」
が
、
地
域
に
元
気
を
も
た

ら
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
ま
ち
の
活

性
化
に
資
す
る
好

循
環
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

人
口
維
持
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い「
一
石
六
鳥
」の
好
循
環

①地域活性化

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

人口戦略（R5～）

1.000

1.003
1.006

1.009
1.009

1.022

1.053

②税収の増加

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

人口戦略（R5～）

1.00
1.01 1.01

0.98

1.03

1.06

1.04

1.06

1.00
0.99

1.02

1.05

1.06

1.11

市民税
固定資産税

③雇用の創出

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

人口戦略（R5～）

1.50

1.13

1.32

1.43 1.43

1.28
1.251.36

1.45

1.56

1.68
1.62

1.33

1.16宮崎県

都城圏域

人口戦略がもたらす6つの効果（一石六鳥）

④人口維持

⑤出生数

（R2）160,640人→（R7）160,340人

⑥ 後継者確保
後継者のUターンによる

事業承継
社内DX促進
市外人材獲得

20代以下
34.0％

30代以下
30.7％

40代以下
16.9％子育て世代

（40代以下）
81.6%

H27 R22R2 R7 R12 R17
135,000

140,000

145,000

150,000

155,000

160,000

165,000
165,029人

160,640人

154,967人

148,793人

（▲3.53%）

160,340人
+5,373人（▲0.18％）

都城市人口
国推計

142,751人

136,864人

移住者（世帯主）の年代（R7）

個人市民税

6％増
固定資産税
11％増

（R7）

（R元比）

納税義務者
5％増加

（R7）

（R元比）

（R6）1,093人→（R7）1,146人

人手不足
の改善

有効求人倍率
（R4）1.68
（R7）1.16

↓
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国
勢
調
査
の
速
報
値
に
お
い
て
、
本
市

の
人
口
は
16
万
３
４
０
人
と
な
り
、
人
口

16
万
人
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
人
口
戦
略
が
功
を
奏
し
た
結

果
で
あ
り
、
国
の
厳
し
い
減
少
予
測
を

５
３
７
３
人
上
回
っ
た
だ
け
で
な
く
、
当

初
の
目
標
で
あ
っ
た「
20
年
後
に
人
口
維

持
」
を
、
実
に
17
年
も
前
倒
し
で
達
成
で

き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
は
、
消
費
の
減
少
に
よ
る
地

域
経
済
の
縮
小
な
ど
を
招
く
、ま
さ
に「
日

本
の
万
病
の
元
」
で
す
。
本
市
は
こ
の
中

長
期
的
な
課
題
か
ら
目
を
背
け
ず
、
人
口

戦
略
を「
究
極
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
と
位

置
付
け
て
、
市
独
自
で
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
短
期
的
な
課
題
を
解
決
し

つ
つ
、
中
長
期
的
な
課
題
に
も
し
っ
か
り

と
対
応
し
、
本
市
を
よ
り
良
い
ま
ち
に
し

て
、
お
子
様
・
お
孫
様
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
け
る
よ
う
、
本
気
で
挑
戦
し
て
ま

い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
、
引
き
続
き
の
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
口
戦
略
の
取
り
組
み
の

財
源
は
、
実
は
市
税
で
は
な
く
、
全
て
ふ

る
さ
と
納
税
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
道
路
整
備
や
ご
み
収
集

な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
を
支
え
る
イ
ン
フ

ラ
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
民
の
皆
様
が

納
め
る
市
税
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
子
育
て
支
援
や
移
住
支
援
な
ど

人
口
戦
略
の
財
源

の
人
口
戦
略
は
、
市
外
に
居
住
す
る
本
市

ゆ
か
り
の
人
や「
都
城
市
を
応
援
し
た
い
」

と
い
う
全
国
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ふ

る
さ
と
納
税（
外
貨
）
を
１
０
０
㌫
活
用

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
当
然
な
が

ら
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
充
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

出生数が増加する中、市では子どもを安心して預けられる体制づくりにも力を入れています。本市独
自の保育士等就職支援事業を通じ、最大50万円の就職支援金などの手厚い支援を行った結果、令和７年
度の新規採用保育士等は100人を突破（累計166人）。さらに、保育施設の整備なども進めた結果、昨年度
当初比で計155人の利用定員増（受け皿拡大）を達成しています。

一方、入園選考は客観的な指数に基づき厳正に実施。全ての世帯に対し、一貫して
公平・厳正なルールを適用していて、例えば“移住者優先”といった事実は全くありま
せん。今後も、全ての世帯が安心して預けられる環境づくりに取り組んでいきます。

保育の受け皿確保を強力に推進中！ Check!

都城市長

市　税
（市民）

ふるさと納税
（市民以外＝外貨）

暮らしを支える
インフラ・公共サービス

（市民）

未来への投資
（市民・市民以外）

福祉・健康サービス福祉・健康サービス 第１子からの保育料無料化第１子からの保育料無料化

道路整備道路整備 ごみ収集ごみ収集 中学生までの中学生までの
医療費無料化医療費無料化

移住応援給付金移住応援給付金
などなど
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平
成
18
年
の
新
市
誕
生
か
ら
現
在
ま

で
、
市
内
各
地
で
数
多
く
の
遺
跡
の
発
掘

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
20
年
で
、

こ
れ
ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
私
た
ち
の

祖
先
の
暮
ら
し
や
当
時
の
環
境
な
ど
が
調

査
に
よ
っ
て
解
き
明
か
さ
れ
、
地
域
の
歴

史
の
見
え
方
も
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
市
の
発
展
と
と
も
に
明
ら

か
と
な
っ
た
新
し
い
都
城
の
歴
史
を
紹
介

し
ま
す
。

　
　
◎
問
い
合
わ
せ　
文
化
財
課　

　
　
　
　
　
　
　
☎
23
－
９
５
４
７

都
城
の
発
展
と
広
が
る
歴
史

中
心
市
街
地
や
工
業
団
地
の
造
成
、
都

城
志
布
志
道
路
の
整
備
な
ど
、
多
く
の
開

発
で
発
展
を
続
け
る
本
市
。
実
は
そ
の
地

下
か
ら
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
開
発
に
先
立
っ
て
発
掘
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
調
査
に
よ
り
、
地

域
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
重
要
な
鍵
を
握
る

遺
跡
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
の
居
住
推
進
事
業
に
伴
い

発
掘
調
査
を
行
っ
た
八
幡
遺
跡（
八
幡
町
）

で
は
、
江
戸
時
代
の
古
絵
図
に
描
か
れ
て

い
た「
直
角
に
曲
が
る
道
路
の
跡
」
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
都
城
島
津
家
が
編
さ
ん

し
た『
庄
内
地
理
志
』
に
よ
る
と
、
こ
の

調
査
区
周
辺
は
、
都
城
島
津
家
の
上
級
家

臣
・
小
杉
家
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
こ
と
も

判
明（
詳
し
く
は
、
33
ペ
ー
ジ
の『
歴
史

探
訪
』に
掲
載
）。
多
量
に
出
土
し
た
陶
磁

器
な
ど
か
ら
も
、
当
時
こ
こ
に
暮
ら
し
た

人
た
ち
が
上
級
階
層
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

ビ
ッ
ク
リ
新
発
見
！

歴
史
を
書
き
換
え
た
遺
跡
た
ち

市
内
に
は
、
県
内
の
み
な
ら
ず
国
内
の

歴
史
を
ひ
も
と
く
上
で
重
要
な
遺
跡
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
の
20
年
間
は
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

な
遺
跡
が
続
々
と
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
山
之
口
地
区
で
は
、
以
前
か
ら

「
地
下
式
横
穴
墓
」の
存
在
は
知
ら
れ
て
い

た
も
の
の
、
学
術
的
な
調
査
は
未
着
手
で

し
た
。
し
か
し
、
令
和
２
年
の
上
平
遺
跡

（
山
之
口
町
山
之
口
）の
調
査
で
、
古
墳
時

代
の
土
坑
墓
と
地
下
式
横
穴
墓
が
１
基
ず

つ
発
見
さ
れ
、
同
地
区
初
の
貴
重
な
調
査

デ
ー
タ
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
相
原

第
１
遺
跡（
山
之
口
町
富
吉
）
で
は
、
同

横
穴
墓
が
22
基
も
発
見
さ
れ
、
都
城
盆
地

で
は
古
墳
時
代
最
古
級
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
。
南
九
州
の
古
墳
文
化
の
歴
史

を
見
直
す
画
期
的
な
成
果
と
し
て
、
専
門

家
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
新
科
学
と
考
古
学

発
掘
調
査
は
、
現
場
で
の
作
業
だ
け
で

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
土
品
に
残

る
痕
跡
の
観
察
や
付
着
物
の
科
学
的
な
分

析
に
よ
っ
て
、
現
場
で
は
分
か
ら
な
か
っ

た
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

江戸時代の陶磁器（八幡遺跡出土）

担
当
者
イ
チ
推
し
！
出
土
品
紹
介

文
化
財
課
に
は
、
普
段
は
収
蔵
庫
に

眠
っ
て
る
個
性
的
な
出
土
品
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
本
展
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
発

掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
全
出
土
品
の
中
か

ら（
常
設
展
示
を
除
く
）、
担
当
者
イ
チ

推
し
の
各
時
代
の
名
品
を
紹
介
し
ま
す
。

◉
会
期　
９
月
27
日
㈰
ま
で

※
月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

◉
開
館
時
間　
９
時
30
分
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で    

企
画
展
の
概
要

高 城
軍神原

角錐状石器

山之口
相 原

鉄製品

中 郷
尾平野製鉄

炉跡

姫 城
八幡

陶磁器

山 田
池 増

細石刃

高 崎
平 松

平栫壺

～
ひ
と
つ
に
な
っ
た
ま
ち
、ひ
ろ
が
っ
た
歴
史
～

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

発掘!!

都城インター工業団地高木北地区整備に伴う
発掘調査現場（菅ヶ迫遺跡・菅ヶ迫第２遺跡）

8広報 都城 令和８年７月号 8広報 都城 令和８年７月号



ビ
ッ
ク
リ
新
発
見
！

歴
史
を
書
き
換
え
た
遺
跡
た
ち

市
内
に
は
、
県
内
の
み
な
ら
ず
国
内
の

歴
史
を
ひ
も
と
く
上
で
重
要
な
遺
跡
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
の
20
年
間
は
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

な
遺
跡
が
続
々
と
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
山
之
口
地
区
で
は
、
以
前
か
ら

「
地
下
式
横
穴
墓
」の
存
在
は
知
ら
れ
て
い

た
も
の
の
、
学
術
的
な
調
査
は
未
着
手
で

し
た
。
し
か
し
、
令
和
２
年
の
上
平
遺
跡

（
山
之
口
町
山
之
口
）の
調
査
で
、
古
墳
時

代
の
土
坑
墓
と
地
下
式
横
穴
墓
が
１
基
ず

つ
発
見
さ
れ
、
同
地
区
初
の
貴
重
な
調
査

デ
ー
タ
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
相
原

第
１
遺
跡（
山
之
口
町
富
吉
）
で
は
、
同

横
穴
墓
が
22
基
も
発
見
さ
れ
、
都
城
盆
地

で
は
古
墳
時
代
最
古
級
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
。
南
九
州
の
古
墳
文
化
の
歴
史

を
見
直
す
画
期
的
な
成
果
と
し
て
、
専
門

家
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
新
科
学
と
考
古
学

発
掘
調
査
は
、
現
場
で
の
作
業
だ
け
で

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
土
品
に
残

る
痕
跡
の
観
察
や
付
着
物
の
科
学
的
な
分

析
に
よ
っ
て
、
現
場
で
は
分
か
ら
な
か
っ

た
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

市
で
は
、令
和

２
年
度
か
ら
６

年
度
に
か
け
て

平
成
23
年
度
に

調
査
し
た
菓
子

野
地
下
式
横
穴

墓（
菓
子
野
町
）

か
ら
出
土
し
た

頭
蓋
骨
を
も
と

に
、
古
墳
時
代
の
人
の
顔
つ
き
を
復
元
す

る「
復
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
都
城
盆
地
に
暮

ら
し
て
い
た
人
の
顔
を
リ
ア
ル
に
再
現
し

た
復
顔
模
型
が
完
成
。　

本
展
で
は
、
こ
の
模
型
と
と
も
に
実
際

の
頭
蓋
骨
も
展
示
し
、
科
学
的
分
析
か
ら

見
え
て
き
た
身
体
的
特
徴
や
親
族
構
造
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

土
器
の
文
様
付
け
に
挑
戦
！

会
場
に
は
、
土
器
の
文
様
付
け
を
体
験

で
き
る「
施せ

文も
ん

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置

し
ま
す
。

夏
季
体
験
学
習
会（
無
料
）

「
土
器
の
拓
本
を
と
っ
て
み
よ
う
！
」

◉
開
催
日
時　
８
月
４
日
㈫
～
10
日
㈪

◉
体
験
内
容　
縄
文
土
器
の
拓
本
体
験
な

ど（
要
申
し
込
み
）

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

地下式横穴墓の構造 相原第１遺跡の地下式横穴墓
（閉塞石側から見た玄室内）

死者を埋葬する玄室には棚があり、鉄の剣
と鏃

やじり

が副葬されていた。

関
連
イ
ベ
ン
ト

複顔模型 大学教授による模型の監修作業の様子

拓本を貼ったしおり
（イメージ）

私の顔を
見に来てね！

◉
入
館
料

一
般
２
２
０
円（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円（
１
１
０
円
）

小
・
中
学
生
１
１
０
円（
50
円
）

※（　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
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い
よ
い
よ
来
年
に
迫
る「
日
本
の
ひ
な

た
宮
崎 

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」。
本
年
度
は
、

本
市
で
開
催
さ
れ
る
国
ス
ポ
正
式
４
競
技

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
実
施
し
ま
す
。
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大

会
の
競
技
会
場
で
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

選
手
や
関
係
者
を
迎
え
て
開
催
す
る
大
会

で
す
。

今
回
は
、
８
月
に
実
施
す
る
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
お
よ
び
陸
上
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会
局
競
技
運
営
課

　
☎
23
－
２
１
９
２

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
は

競
技
団
体
が
主
催
す
る
全
国
規
模
の
大

会
な
ど
を
、
令
和
９
年
の
国
ス
ポ
・
障
ス

ポ
に
向
け
た
予
行
練
習
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
。
選
手
が
ベ
ス

ト
を
尽
く
せ
る
よ
う
、会
場
運
営
や
応
援
、

お
も
て
な
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
本

番
を
想
定
し
た
確
認
を
行
い
、
来
年
の
国

ス
ポ
・
障
ス
ポ
を
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
大

会
に
磨
き
上
げ
る
た
め
の
重
要
な
大
会
で

す
。全

国
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
。
ぜ
ひ
会
場

で
都
城
の
熱
気
を
選
手
た
ち
に
届
け
ま
せ

ん
か
。

本市開催のリハーサル大会概要

国スポ・障ス
ポ

リハーサル
大会

2027

陸
第81回九州陸上競技選手権大会

上競技

８月21日㈮ ～ 23日㈰

霧島酒造スポーツランド都城
KUROKIRI STADIUM

日程

会場

ソ
男子第71回・女子第70回
全日本実業団ソフトテニス選手権大会

フトテニス

８月１日㈯・２日㈰
都城運動公園ダンロップテニスコート

日程
会場

※�本市では女子のみの開催。男子は宮崎市内の競技会場で開催

九州・宮崎県ソフトテニス連盟

理事長 當
と う

瀬
せ

 純一さん

10広報 都城 令和８年７月号



 
大
会
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

 

こ
の
大
会
は
、
企
業
や
官
公
庁
な
ど

の
実
業
団
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
大
会
で

す
。
１
チ
ー
ム
４
～
８
人
編
成
の
団
体
戦

で
、
ダ
ブ
ル
ス
３
試
合
で
勝
敗
を
競
い
ま

す
。都

城
市
で
は
、
女
子
23
チ
ー
ム
に
よ
る

リ
ー
グ
戦
が
都
城
運
動
公
園
ダ
ン
ロ
ッ
プ

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、
男
子
の
試

合
は
宮
崎
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

 

大
会
の
見
ど
こ
ろ
は

 

国
際
大
会
な
ど
で
日
本
代
表
選
手
と

し
て
活
躍
す
る
選
手
も
集
結
す
る
た
め
、

国
内
ト
ッ
プ
選
手
ら
に
よ
る
最
高
峰
の
プ

レ
ー
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
。

 

地
元
の
出
場
チ
ー
ム
は

 

都
城
市
で
行
わ
れ
る
女
子
の
大
会
に

は
、
株
式
会
社
エ
ビ
ス
商
事
の
実
業
団
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
出
場
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
も
地
元
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち

に
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
魅
力
や
観
戦
の
ポ

イ
ン
ト
は

 

シ
ン
グ
ル
ス
が
一
般
的
な
硬
式
テ
ニ

ス
に
対
し
て
、
ダ
ブ
ル
ス
が
主
流
の
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
。
ペ
ア
２

人
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
、
攻
め
た

り
守
っ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
陣
形
で
戦
う
の

が
醍だ

い
醐ご

味み

で
す
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
柔
ら
か
い

ボ
ー
ル
に
回
転
を
か
け
て
、
球
の
軌
道
や

威
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
戦
い
ま

す
。
試
合
展
開
を
盛
り
上
げ
る
選
手
た
ち

の
巧
み
な
ボ
ー
ル
タ
ッ
チ
に
も
注
目
し
て

く
だ
さ
い
。

 

応
援
の
ル
ー
ル
は

 

審
判
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
る
た
め
、

太
鼓
や
笛
な
ど
の
鳴
り
物
の
利
用
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
精
い
っ
ぱ
い
声
を

出
し
て
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
声
援
は
選
手
た
ち
の
力
に

な
り
ま
す
。
企

業
の
威
信
を
か

け
て
戦
う
選
手

た
ち
の
熱
い
プ

レ
ー
を
、
ぜ
ひ

会
場
で
一
緒
に

応
援
し
ま
せ
ん

か
。

 

大
会
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

 

こ
の
大
会
は
、
日
本
選
手
権
の
予
選

に
当
た
る
重
要
な
位
置
付
け
の
大
会
で

す
。
九
州
各
県
の
選
手
権
で
６
位
ま
で
に

入
賞
し
た
選
手
の
ほ
か
、
参
加
標
準
記
録

を
突
破
し
た
選
手
ら
が
、
短
距
離
・
中
距

離
・
長
距
離
走
や
跳
躍
、
投
て
き
の
競
技

で
競
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
種
目
や
マ

ス
タ
ー
ズ
選
手
の
１
０
０
㍍
も
行
わ
れ
、

総
勢
２
４
０
０
人
が
出
場
予
定
で
す
。

 

大
会
の
見
ど
こ
ろ
は

 

会
場
のKU

RO
KIRI STA

D
IU

M

は
、
選
手
と
観
客
の
距
離
が
近
く
、
一
体

感
と
迫
力
が
味
わ
え
る
の
が
魅
力
で
す
。

ま
た
、会
場
で
は
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
し
た
り
、

大
型
モ
ニ
タ
ー
で
選
手
紹
介
を
行
っ
た
り

と
会
場
を
盛
り
上
げ
る
演
出
も
行
わ
れ
る

予
定
で
、
よ
り
楽
し
く
観
戦
で
き
ま
す
。

九
州
ト
ッ
プ
選
手
た
ち
の
走
る
速
さ
や
跳

ぶ
高
さ
、
遠
く
ま
で
投
げ
る
力
強
さ
を
体

感
し
て
、
陸
上
競
技
を
身
近
に
感
じ
て
ほ

し
い
で
す
。

　
　

 

注
目
の
選
手
は

 

本
県
代
表
選
手
で
は
、
ハ
ー
ド
ル
の

ト
ッ
プ
選
手
と
し
て
長
年
第
一
線
で
活
躍

す
る
清
山
ち
さ
と
選
手
や
、
走
高
跳
で
２

㍍
25
㌢
の
記
録
を
持
つ
順
天
堂
大
学
の
原

口
颯
太
選
手
も
出
場
予
定
で
す
。

ま
た
、
来
年
の
国
ス
ポ
に
向
け
て
競
技

力
の
底
上
げ
を
担
っ
て
い
る
競
技
力
向
上

推
進
員
の
選
手
た
ち
６
人
の
活
躍
も
期
待

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら

も
声
援
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

 

国
ス
ポ
や
陸
上
競
技
へ
の
思
い
は

 

ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
に
は「
す
る
、

見
る
、
支
え
る
、
知
る
」
と
い
う
形
が
あ

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
本
大
会

で
選
手
た
ち
の
熱
い
戦
い
を
直
に
見
て

知
っ
て
い
た
だ
き
、
国
ス
ポ
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
え

た
ら
と
願
っ
て

い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
選
手
た

ち
の
頑
張
り
を

支
え
る
と
と
も

に
、
陸
上
競
技

の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会

を
つ
く
り
続
け

た
い
と
思
い
ま

す
。

国
内
ト
ッ
プ
選
手
が
都
城
に
集
結

九州・宮崎県ソフトテニス連盟

理事長 當
と う

瀬
せ

 純一さん

宮崎陸上競技協会

理事長 串間 敦
あ つ

郎
ろ う

さん

観
客
席
か
ら
一
体
感
と
迫
力
感
じ
て
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市
内
・
三
股
町
内
の
高
校

を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
人
や
、
市
民
ま
た
は
市
民

の
子
ど
も
が
入
学
し
た
場

合
、入
学
金
20
万
円
全
額
を
免
除
し
ま
す
。

◉
取
得
で
き
る
資
格

環
境
園
芸
学
部　
環
境
園
芸
学
科

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許（
理
科・農
業
）、

中
学
校
教
諭
一
種
免
許（
理
科
）、
樹
木

医
補
、
測
量
士
補
、
学
芸
員
な
ど

人
間
発
達
学
部　
子
ど
も
教
育
学
科

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
、

小
学
校
教
諭
一
種
免
許
、
特
別
支
援
学
校

教
諭
一
種
免
許
な
ど

◉
募
集
人
員

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
入
学
試
験
要

項
で
確
認
く
だ
さ
い

◉
出
願
期
間

総
合
型
選
抜（
Ⅰ
期
）

10
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

学
校
推
薦
型
選
抜

Ⅰ
期　
11
月
１
日
㈰
～
９
日
㈪

Ⅱ
期　
12
月
３
日
㈭
～
14
日
㈪

一
般
選
抜（
Ⅰ
期
）　

令
和
９
年
１
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜（
Ⅰ
期
）

令
和
９
年
１
月
５
日
㈫
～
30
日
㈯

☎
21
－
２
１
１
１

　
５
年
間
の
一
貫
教
育

で
、
技
術
職
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
養
成
し
ま
す
。

◉
募
集
人
員

機
械
工
学
科
、
電
気
情
報
工
学
科
、
物
質

工
学
科
、
建
築
学
科　
各
40
人

※�

各
学
科
と
も
募
集
人
員
の
60
㌫
を
推
薦

に
よ
り
選
抜

◉
出
願
期
間

推
薦　
12
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮

一
般　
令
和
９
年
１
月
12
日
㈫
～
18
日
㈪

☎
47
－
１
１
３
３

◉
取
得
で
き
る
資
格

理
学
療
法
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
高

度
専
門
士（
４
年
制
大
学
卒
業
程
度
と
同

等
）、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

初
級
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｉ

認
定
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
者
資
格
、
学
士

（
放
送
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
必
要
）

◉
募
集
人
員　
理
学
療
法
学
科　
40
人

◉
出
願
期
間（
第
１
回
）

９
月
25
日
㈮
～
10
月
６
日
㈫

☎
36
－
５
６
７
０

南
九
州
大
学

都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

都
城
高
専

都
城
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

都城には、就職に必要な知識や技術を学べる学校が数多くあります。自宅から負担が少なく通え
る学校を進学先に選んでみませんか。

令和９年度の市内・三股町内の大学や高専、専門、専修学校の学生募集状況をお知らせします。出
願期間は、複数回設定している学校があります。詳しくは、各学校に問い合わせください。

また、市ホームページでは各学校の紹介動画を掲載しています。自宅で気軽に視聴で
きますので、ぜひご覧ください。	 ◎問い合わせ　総合政策課　☎23‒7161

都城都城でで学ぼう!学ぼう!
都城看護専門学校の皆さん都城看護専門学校の皆さん

12広報 都城 令和８年７月号



◉
取
得
で
き
る
資
格

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格

◉
募
集
人
員　
介
護
福
祉
学
科　
40
人

◉
出
願
期
間

10
月
１
日
㈭
～
令
和
９
年
３
月
中
旬

☎
39
－
６
９
５
１

◉
取
得
で
き
る
資
格

歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク(

歯
科)

、
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｊ

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
検
定
１
級
、
介
護
福
祉

士
実
務
者
研
修
修
了
者

◉
募
集
人
員　
歯
科
衛
生
士
科　
25
人

◉
出
願
期
間（
第
１
回
）

都
城
デ
ン
タ
ル

コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

９
月
30
日
㈬
～
10
月
８
日
㈭

☎
38
－
４
８
１
２

◉
取
得
で
き
る
資
格

Ｉ
Ｃ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

基
本
情
報
技
術
者
試
験（
一
部
免
除
あ

り
）、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
な
ど

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科

医
科
医
療
事
務
管
理
士
、
医
師
事
務
作
業

補
助
者
検
定
、
登
録
販
売
者
な
ど

介
護
福
祉
科

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
メ
イ

ク
セ
ラ
ピ
ー
、
ハ
ー
ト
セ
イ
バ
ー
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド
Ｃ
Ｐ
Ｒ 

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
介
護
事

務
管
理
士
な
ど

◉
募
集
人
員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
科　
20
人

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科　
10
人

介
護
福
祉
科　
15
人

◉
出
願
期
間（
第
１
回
）

９
月
30
日
㈬
～
10
月
８
日
㈭

☎
38
－
４
８
１
１

◉
取
得
で
き
る
資
格

准
看
護
師
試
験
受
験
資
格
、
看
護
師
国
家

試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員

准
看
護
師
科（
医
療
高
等
課
程
）　
45
人

看
護
師
科（
医
療
専
門
課
程
）　
40
人

◉
出
願
期
間

准
看
護
師
科

１
次　
８
月
26
日
㈬
～
９
月
15
日
㈫

２
次　
10
月
16
日
㈮
～
11
月
６
日
㈮

看
護
師
科

推
薦　
12
月
14
日
㈪
～
令
和
９
年
１
月
８

日
㈮

１
次　
令
和
９
年
１
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮

☎
22
－
０
７
７
５

◉
取
得
で
き
る
資
格

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員　
看
護
学
科　
40
人

都
城
看
護
専
門
学
校

豊
心
福
祉
学
園

藤
元
メ
ディ
カ
ル

シ
ス
テ
ム
看
護
大
学
校

◉
出
願
期
間

指
定
校
推
薦
、
推
薦
、
社
会
人

９
月
～
12
月

一
般
、
社
会
人

令
和
９
年
１
月
～
３
月

☎
52
－
６
９
２
１

◉
取
得
で
き
る
資
格

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員

医
療
専
門
課
程
看
護
学
科　
40
人

◉
出
願
期
間

指
定
校
推
薦

10
月
１
日
㈭
～
11
月
12
日
㈭

公
募
推
薦

10
月
１
日
㈭
～
11
月
12
日
㈭

一
般
、
社
会
人

12
月
１
日
㈫
～
令
和
９
年
１
月
15
日
㈮

☎
22
－
３
６
９
０

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

附
属
看
護
学
校

大学などで奨学金を借
り受けた若者が、卒業して
本市に居住し、市内事業所
に就職した場合に、奨学
金の返還を支援する制度
があります。詳しくは、市
ホームページ
を確認くださ
い。

本校で准看護師の資格を取
得し、４年間働いた後に看護師
科に入学。授業は17時50分か
ら始まるため、働きながらでも
勉強できるのが特徴です。さま
ざまな経歴を持つ幅広い年齢
層のクラスメートと一緒に、現
役の医療従事者で経験豊富な
先生方から医療を学んでいま
す。将来は緩和ケアに携わり、
患者さんから頼りにされる看
護師を目指しています。

金丸 汐
し

音
お ん

さん

奨学金に関して耳より情報！

都城看護専門学校
看護師科 １年
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※収益的収支…経営活動に伴い発生した、当年度の事業収支
※資本的収支…�将来の経営活動に備えて行う建設改良事業などの収支。資本的収支の不足額は、内部留保資金などで補てん

市
の
財
政
の
３
つ
の
柱

市
の
会
計
は
、
一
般
会
計・特
別
会
計・

企
業
会
計
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

市
が
行
う
仕
事
の
中
心
と
な
る
部
分
の

会
計
で
す
。
ご
み
の
収
集
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
学
校
の
校
舎
改
修
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
使
わ
れ
て
い
て
、
市
税
な

ど
が
主
な
財
源
で
す
。

【
特
別
会
計
】

特
定
の
収
入（
保
険
税
や
使
用
料
な
ど
）

で
、そ
の
仕
事
の
支
出
を
賄
う
会
計
で
す
。

介
護
保
険
事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

【
企
業
会
計
】

そ
の
仕
事
自
体
に
収
益（
使
用
料
）
が

あ
り
、
そ
の
収
益
で
支
出
を
賄
う
独
立
採

算
制
の
会
計
で
、
水
道
事
業
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。

市
で
は
、年
２
回
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、令
和
８
年
３
月
31
日
時
点

の
令
和
７
年
度
予
算
額
や
市
債
残
高
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
【
一
般
会
計
・
特
別
会
計
】
財
政
課　
☎
23‒

２
１
１
３

【
企
業
会
計
】
上
下
水
道
局
総
務
課　
☎
23‒

４
８
１
０

一般会計および特別会計の状況

◆
企
業
会
計
の
状
況
◆

会計名 予算額 市債残高
一般会計 1,437億1,103万円 641億7,119万円

特
別
会
計

国民健康保険 193億1,213万円 ‒
後期高齢者医療 26億6,145万円 ‒
公設地方卸売市場事業 3,741万円 3億6,459万円
整備墓地 2,409万円 1,821万円
工業用地造成事業 15億7,745万円 24億6,420万円
介護保険 183億 501万円 ‒
電気事業 7,109万円 2億7,349万円

総合計 1,856億9,966万円 672億9,168万円

水
道
事
業

収益的収支 収 　 入 23億9,544 万円 給水戸数
年間総配水量
1日平均配水量
資本的収支の不足額

72,800
1,784万
48,877

14億3,560万

戸
㎥
㎥
円

支 　 出 24億1,614 万円

資本的収支 収 　 入 14億  565 万円
支 　 出 28億4,125 万円

企業債残高 109億2,930 万円
簡
易
水
道
事
業

収益的収支 収 　 入 4億  690 万円 給水戸数
年間総配水量
1日平均配水量
資本的収支の不足額

3,201
101万
2,767

5,710万

戸
㎥
㎥
円

支 　 出 4億  690 万円

資本的収支 収 　 入 8億5,373 万円
支 　 出 9億1,083 万円

企業債残高 52億5,163 万円

御
池
簡
易

水
道
事
業

収益的収支 収 　 入 9,805 万円 給水戸数
年間総配水量
1日平均配水量
資本的収支の不足額

59
39万

1,068
712万

戸
㎥
㎥
円

支 　 出 9,805 万円

資本的収支 収 　 入 1億1,356 万円
支 　 出 1億2,068 万円

企業債残高 7億1,145 万円
公
共
下
水
道
事
業

収益的収支 収 　 入 27億6,877 万円 水洗化戸数
年間総処理水量
1日平均処理水量
資本的収支の不足額

32,002
1,024万
28,048

9億6,496万

戸
㎥
㎥
円

支 　 出 27億7,603 万円

資本的収支 収 　 入 17億6,768 万円
支 　 出 27億3,264 万円

企業債残高 145億7,601 万円

農
業
集
落

排
水
事
業

収益的収支 収 　 入 5億  468 万円 水洗化戸数
年間総処理水量
1日平均処理水量
資本的収支の不足額

4,492
82万

2,240
1億1,093万

戸
㎥
㎥
円

支 　 出 5億  468 万円

資本的収支 収 　 入 3億6,069 万円
支 　 出 4億7,972 万円

企業債残高 18億4,783 万円

市
の
財
政
状
況

令和
7年度
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高機能消防指令センター
更新

12億560万円

令和７年度 一般会計ではこんな事業を行いました

一般会計　歳入・歳出予算　総額1,437億1,103万円

歳 出

※�端数処理の関係上、合計と一致しないことがあります

就学前教育・
保育施設整備費補助金

５億8,716万円

農業資材等価格高騰
緊急支援事業

２億398万円

学びの多様化学校
設置事業

１億3,555万円

用
　
語
　
解
　
説

【繰　入　金】 一般会計や特別会計、基金などの会計間でやりとりする資金
【国県支出金】 特定目的事業の財源となる国と県の補助金など
【地方交付税】 国税の一部を一定の基準により国が交付する税
【市　　　債】 建設事業や災害復旧費などの財源となる借入金

【総　務　費】 市役所の全般的な経費や庁舎管理などの経費
【民　生　費】 高齢者や障がい者、子育て支援などの経費
【教　育　費】 学校や社会教育施設の管理、文化財保護などの経費
【土　木　費】 道路や公園整備、住宅管理などの経費
【商　工　費】 商工業や観光振興などの経費

歳　出

歳　入

総務費
486億2,128万円

34%

民生費
457億3,607万円

32%

土木費
89億6,755万円

6%

教育費
103億6,752万円

7%

公債費
69億2,411万円

5%
商工費

72億1,859万円
5%

衛生費衛生費
66億8,186万円66億8,186万円

5%5%

農林水産業費農林水産業費
47億5,503万円47億5,503万円

3%3%

その他その他
44億3,902万円44億3,902万円

3%3%

歳 入
繰入金繰入金

267億8,122万円267億8,122万円
19%19%

寄附金
217億690万円

15%

自主財源自主財源
779億2,301万円779億2,301万円

54%54%

国庫支出金
226億3,218万円

16%

地方交付税
195億1,390万円

14%

県支出金
107億4,675万円

7%

市債市債
68億7,820万円68億7,820万円

5%5%

地方消費税交付金地方消費税交付金
42億6,700万円42億6,700万円

3%3%

地方譲与税ほか地方譲与税ほか
17億4,999万円17億4,999万円

1%1%

市税
208億7,404万円

15%

諸収入ほか諸収入ほか
85億6,085万円85億6,085万円

5%5%

依存財源依存財源
657億8,802万円657億8,802万円

46%46%

依
存

財
源 自

主
財

源

Miyakonojo City Public Relations   2026.715



家
庭
ご
み
は
適
正
に
出
し
ま
し
ょ
う

ご
み
の
分
別
は
環
境
保
全
の
第
一
歩
。

ま
ず
は
基
本
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
ご
み
出
し
の
基
本
ル
ー
ル
】

•

市
の
分
別
ル
ー
ル
を
守
る

•

ご
み
の
収
集
日
を
守
る

•
�

カ
ラ
ス
や
猫
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
・
悪

臭
を
防
ぐ
た
め
、
収
集
日
当
日
の
８
時

30
分
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス

　
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す

※�

収
集
日
は
地
区
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

【
分
別
で
迷
い
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
】

•
��

生
ご
み　
水
気
を
切
っ
て
か
ら
燃
や
せ

る
ご
み
と
し
て
出
す

•
�

ス
プ
レ
ー
缶　
穴
は
開
け
ず
に
、
空
に

し
て
危
険
ご
み
と
し
て
出
す
•

�

食
用
油　
布
や
紙
で
吸
い
取
ら
せ
、
燃

や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
す

※
油
は
排
水
口
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

•
�

剪せ
ん

定
く
ず
や
木
く
ず　
可
能
な
限
り
乾

私たちが生活する中で必ず発生する家庭ごみ。正しく分別して出すことは、都
城の美しい環境を守り、限りある資源を有効活用することにつながります。今回
は、家庭ごみの適切な出し方と、貴重な資源となる使用済み小型家電の回収につ
いて紹介します。	 ◎問い合わせ　環境業務課　☎24‒5560

正しいごみ出しと
小型家電リサイクルで資源を大切に

都城の未来をきれいにする第一歩！

燥
さ
せ
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
。
ま

た
は
直
径
10
㌢
以
内
、
長

さ
50
㌢
以
内
に
切
り
指
定

ご
み
袋
に
入
れ
て
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ

※�

指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

小
型
家
電
は
大
切
な
資
源
で
す

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
使
用
し
て
い
な
い

携
帯
電
話
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
は
、
貴
重
な

金
属
が
含
ま
れ
て
い
て
、
正
し
く
回
収

ボ
ッ
ク
ス
へ
出
す
こ
と
で
資
源
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

【
回
収
対
象
の
家
電
】

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口（
25
㌢
×
10

㌢
）
に
入
る
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ゲ
ー
ム
機
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ

プ
タ
ー
、
電
子
辞
書
、
電
子
体
温
計
な
ど

※�

家
庭
か
ら
排
出
す
る
も
の
に
限
る
。
個

人
情
報
は
事
前
に
消
去
し
て
く
だ
さ
い

【
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
】

公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
一
部
の

民
間
施
設
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
を
回
収
し
ま
す

使
用
済
み
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池（
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
）
が
原
因
の
発
火
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
と
事
故
防
止
の
た
め
、
回
収
に
協
力

く
だ
さ
い
。

【
回
収
対
象
の
電
池
】

•

小
型
式
充
電
電
池　

•

ボ
タ
ン
電
池

•
�

コ
イ
ン
型
リ
チ
ウ
ム
電
池

※�

膨
張
、
破
損
し
た
も
の
も

回
収
可

【
回
収
時
の
注
意
点
】

•

端
子
部
分
は
テ
ー
プ
を
巻
い
て
絶
縁
し

　
て
く
だ
さ
い

•

燃
や
せ
な
い
ご
み
な
ど
他
の
ご
み
と
一

　
緒
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

【
回
収
窓
口
】

環
境
業
務
課（
郡
元
町
）
や
環
境
政
策

課（
本
庁
北
別
館
３
階
）、
各
総
合
支
所

地
域
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
て
手
渡
し
で
回
収
し
ま
す
。　
　

※�

回
収
時
間
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い

③回答を確認

②検索したいもの
を入力

①タップ

分別に迷ったときは
市公式LINEが便利！

CHECKCHECK
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医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

令
和
６
年
に
従
来
の
保
険
証
が
廃
止
さ

れ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組

み
に
移
行
し
ま
し
た
。
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
す
る
際
は
、
次
の
ど
ち
ら
か
を
提
示

く
だ
さ
い
。

・�

マ
イ
ナ
保
険
証　
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
す
る
た
め
の
登
録
を
行
っ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・�

資
格
確
認
書　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
な
い
人
用
の
確
認
書

資
格
確
認
書
ま
た
は
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

【
国
民
健
康
保
険
】 マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
な
い
人
に
は「
資
格
確
認
書
」を
、
そ

れ
以
外
の
人
に
は
新
様
式（
適
用
開
始
年

月
日
が
記
載
）の「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」を
郵
送
し
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】 

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
全
員
が
対
象
で

す
。
年
齢
や
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
よ

り
郵
送
す
る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
。

・�

75
歳
以
上
85
歳
未
満
の
人　
一
定
期
間

内
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
一
定
回
数
以
上

利
用
し
た
人
に
は「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
、
そ
れ
以
外
の
人
に
は「
資

格
確
認
書
」を
郵
送

・�

85
歳
以
上
の
人　
「
資
格
確
認
書
」
を

郵
送

※�

届
い
た「
資
格
確
認
書
」と「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ（
70
歳
以
上
の
人
）」に
は
有

効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
期
限

が
切
れ
る
前
に
新
し
い
も
の
を
郵
送
す
る

た
め
、
更
新
の
手
続
き
は
不
要

各
種
認
定
証
の
更
新

次
の
①
②
の
各
種
認
定
証
の
更
新
手
続

き
を
８
月
３
日
㈪
か
ら
、
保
険
年
金
課
や

各
総
合
支
所
地
域
生
活
課
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

※�

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
更
新
手
続
き
は
不
要
。
た
だ
し
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
長
期
入
院
に

該
当
す
る
人
は
手
続
き
が
必
要

①
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証

同
一
世
帯
で
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
含
む
）全
員
の

令
和
８
年
度
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
国

民
健
康
保
険
加
入
者

②
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

①
以
外
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
70

歳
未
満
の
人
、
ま
た
は
70
歳
以
上
75
歳
未

満
で
自
己
負
担
割
合
が
３
割
か
つ
住
民
税

課
税
所
得
が
６
９
０
万
円
未
満
の
人

※�

70
歳
未
満
で
慢
性
腎
不
全
の
人
を
対
象

と
す
る
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
を
手
続
き
不
要
で
、
新
し
い
受

療
証
を
７
月
末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す

◉
必
要
な
も
の　
対
象
者
の
新
し
い
資
格

確
認
書
、
手
続
き
に
来
る
人
の
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

※�

代
理
人
手
続
き
の
場
合
、
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類
を
持
参
。
ま
た
、
住
民
票

が
別
世
帯
の
人
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す

国民健康保険・後期高齢者医療制度は、病気やけがをしたときに、誰もが安
心して治療を受けられる保険制度です。適正に資格確認書や認定証の更新を行
いましょう。

◎問い合わせ　保険年金課　☎ 23‒2127

7月は資格確認書や
各種認定証の更新月です

国民健康保険
マイナンバーカードを持っている

保険証利用の申し込みをした
（マイナ保険証を持っている）

医療機関などの
窓口で提示すれ
ば、保 険 診 療 が
受けられます。

マイナ保険証が
利用できない例
外的な場合はマ
イナ保険証といっ
しょに提示するこ
とで保険診療が
受けられます。

70歳以上は自己負担割合が記
載されています。

はい
いいえ

はい

いいえ

資格確認書

資格情報のお知
らせ

後期高齢者医療 84歳以下 85歳以上

マイナ保険証
を持っている

過去１年間で６
回以上かつおお
むね直近３カ月
以内に利用して
いる

資格情報の
お知らせ

資格確認書

上記以外
資格確認書

マイナ保険証を持っていない

Miyakonojo City Public Relations   2026.717



「
大
ピ
ン
チ
ず
か
ん
」や「
し
ご
と
ば
」、

「
ぼ
く
の
ト
イ
レ
」
な
ど
の
絵
本
を
手
に

取
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
読
む
人
の
心
を
ぐ
っ
と

つ
か
ん
で
離
さ
な
い
作
品
を
次
々
と
生
み

出
し
て
い
る
絵
本
作
家
・
鈴
木
の
り
た
け

さ
ん
。そ
の
作
品
の
魅
力
は
、な
ん
と
い
っ

て
も
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
発
想
力
と
、

身
近
な
も
の
を
新
し
い
視
点
で
見
つ
め
る

観
察
眼
に
あ
り
ま
す
。
日
常
的
な
場
所
を

冒
険
の
舞
台
に
変
え
た
り
、
人
間
の
よ
う

な
し
ぐ
さ
を
す
る
動
物
や
野
菜
が
登
場
し

た
り
、
子
ど
も
た
ち
の「
大
ピ
ン
チ
」
な

瞬
間
を
図
鑑
と
し
て
楽
し
く
紹
介
し
た
り

と
、
ど
ん
な
も
の
で
も「
お
も
し
ろ
い
！
」

に
変
え
て
し
ま
う
、
ま
さ
に
魔
法
の
よ
う

な
才
能
の
持
ち
主
で
す
。

本
展
で
は
、
初
期
か
ら
最
近
ま
で
の
絵

本
原
画
に
加
え
て
、
取
材
ス
ケ
ッ
チ
や
制

作
道
具
な
ど
も
公
開
し
、
そ
の
秘
密
に
迫

り
ま
す
。

「
お
も
し
ろ
い
！
」
の
秘
密

新市誕生20周年を記念して開催する特別展「鈴木
のりたけ大原画展」について紹介します。

夏休み期間に、ぜひ家族や友人と一緒に鈴木のりた
けの絵本の世界を楽しみませんか。	

◎問い合わせ　市立美術館　☎25‒1447

　絵本作家。1975年、静岡県浜松市生まれ。千葉県在住。グラフィックデ
ザイナーを経て絵本作家となり、「ぼくのトイレ」（PHP研究所）で日本絵
本賞読者賞、「しごとば　東京スカイツリー ®」（ブロンズ新社）で小学館
児童出版文化賞、ほか多数受賞。「大ピンチずかん」（2022年）は2023年
のベストセラー児童書部門第１位を受賞するなど、子どもの失敗をユー
モアあふれる視点で捉え、図鑑の形式で1コマずつ集めた内容が共感を得
ている。2018年には市立図書館などでトークイベントを実施。

絵本の中身、大放出！

「大ピンチずかん２」原画

新市誕生20周年記念特別展

Photo by Yoshinori Kurosawa

Miyakonojo City Museum of art
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特
別
展
の
概
要

◉
会
期　
７
月
７
日
㈫
～
８
月
16
日
㈰

※�

月
曜
日
休
館（
７
月
20
日
㈪
は
開
館
、

翌
日
21
日
㈫
が
休
館
）

◉
開
館
時
間　
９
時
～
17
時

※�

入
館
は
16
時
30
分
ま
で
。
夜
間
開
館
日

８
月
８
日
㈯・14
日
㈮
は
20
時
ま
で（
入

館
は
19
時
30
分
ま
で
） 

◉
場
所　
市
立
美
術
館

◉
観
覧
料　
一
般
１
２
０
０
円（
千
円
）、

小
・
中
学
生
・
高
校
・
大
学
生
５
０
０
円

（
３
０
０
円
）、
未
就
学
児
無
料

※�（　
）内
は
、
７
月
６
日
㈪
ま
で
の
前
売

り
料
金
や
、
65
歳
以
上
の
人
お
よ
び
17

時
以
降
の
入
館
者
な
ど
の
割
引
料
金

（
併
用
不
可
）。
市
内
に
在
住
・
通
学
す

る
小
学
生
は
無
料（
受
付
で
学
校
名
な

ど
を
確
認
す
る
場
合
あ
り
）。
障
が
い

者
手
帳
な
ど（
ア
プ
リ
含
む
）を
持
つ
人

と
そ
の
介
護
者
は
無
料
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い 

絵
本
の
原
画
を
間
近
で
見
る
と
、
印
刷

で
は
分
か
ら
な
い
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
筆
の
タ
ッ
チ
、
色
の
重
な
り
、
細

や
か
な
描
き
込
み
な
ど
、
作
家
が
一
筆
一

筆
に
込
め
た
思
い
や
工
夫
を
感
じ
ら
れ
る

の
は
、
原
画
展
な
ら
で
は
の
醍だ

い

醐ご

味み

。

「
し
ご
と
ば
」シ
リ
ー
ズ
で
は
、
職
人
の

道
具
一
つ
一
つ
ま
で
丁
寧
に
描
か
れ
た
細

部
に
驚
か
さ
れ
、

「
大
ピ
ン
チ
ず
か

ん
」
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
表
情
の

豊
か
さ
に
思
わ
ず

笑
顔
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

原
画
で
し
か
味
わ
え
な
い
魅
力

「続・しごとば」原画 「ぶららんこ」原画

　展示会場では原画に加えて、ゲート
をくぐったり、迷路図に登場するモ
チーフを探したり、「創作コーナー」で
自分の作品を作ってみたりと、頭と体
を動かしながらその世界観を体感でき
ます。

小学生のみんな小学生のみんな集まれ集まれ

「ケチャップマン」原画

自分にしかできない何かを探して、
毎日悩むケチャップマン。2008年
に発表したデビュー作「ケチャップ
マン」のアナザーストーリーや絵本
に未収録の秘蔵原画も一挙公開。

新市誕生20周年記念特別展

絵本をつくるたびに毎日新たな手
法を試行錯誤。原画をじっくり観
察して、創作の裏側を見てみよう。

「ぼくのトイレ」原画

「す～べりだい」原画

ベストセラーとなった「大ピンチずかん」シ
リーズ。「こんなピンチあるある！」大人も
子どもも共感の嵐。

「大ピンチずかん3」原画

「大ピンチずかん2」原画

市内の小学生は入
館無料。夏休み期間
中に開催する本展
に、ぜひ家族や友人
とお越しください。

画像（全て）：©Noritake Suzuki

Miyakonojo City Museum of art

Miyakonojo City Public Relations   2026.719



「
色
」を
テ
ー
マ
に
、
都
城
島
津
家
伝
来

の
甲
冑
・
武
具
類
や
調
度
類
を
通
し
て
、

各
時
代
の
社
会
情
勢
、
絵
師
・
職
人
の
置

か
れ
た
職
制
構
造
な
ど
の
歴
史
を
た
ど
る

中
で
、
武
士
た
ち
が
色
彩
に
込
め
た
意
味

と
役
割
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

色
を
纏ま

と

う

武
士
の
伝
統
的
な
戦
闘
服
で
あ
る
大
鎧よ

ろ
い

が
成
立
し
た
の
は
、
平
安
時
代
の
頃
で

す
。
装
具
に
は
草
花
な
ど
の
意
匠
を
か
た

ど
り
、
色
鮮
や
か
な
威お

ど
し

が
施
さ
れ
た
作
例

が
残
っ
て
い
ま
す
。
武
士
に
と
っ
て
、
甲

冑
の
意
匠
は
ひ
と
き
わ
重
要
視
さ
れ
、
用

い
ら
れ
る
素
材
・
機
能
に
応
じ
て
色
彩
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
選
ば
れ
た
色
に

対
し
、
武
士
た
ち
は
戦
勝
や
武
勇
の
象
徴

と
し
て
の
役
割
を
見
出
し
た
の
で
す
。

色
を
飾
る

鎌
倉
時
代
に
武
士
が
台
頭
す
る
と
、
従

来
の
公
家
文
化
を
基
に
武
士
の
質
実
剛
健

な
気
風
に
合
わ
せ
た
武
家
文
化
が
生
ま

れ
、発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。武
士
に
と
っ

て
文
化
と
は
単
な
る
心
の
安
ら
ぎ
で
は
な

く
、
時
に
は
政
治
的
な
交
渉
と
い
っ
た
重

要
な
場
面
で
必
要
と
な
る
教
養
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。

習
得
し
た
文
化
的
教
養
や
美
し
い
色
彩

の
工
芸
品
類
は
、
戦

乱
の
時
代
を
経
た

江
戸
時
代
に
お
い

て
も
、
幕
府
の
役
人

や
藩
主
と
の
関
係

構
築
に
大
い
に
活

用
さ
れ
ま
し
た
。

イロ
イロ 

～
色
彩
に
見
る
都
城
の
歴
史
～

都
城
島
津
伝
承
館
　
企
画
展

◉
会
期　
７
月
11
日
㈯
～
９
月
27
日
㈰

※�

月
曜
日
は
休
館（
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
）

◉
開
館
時
間　
９
時
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◉
観
覧
料　

一
般
２
２
０
円（
１
６
０
円
）

大
学
生・高
校
生
１
６
０
円（
１
１
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※�（　
）
内
は
20
人
以
上
の
団

体
料
金
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

【修復後初展示】宮崎県指定文化財「芦
ろ

雁
がん

図屏風」（左隻）　宮崎県指定文化財「四季花束図小
こ

襖
ぶすま

」

宮崎県指定文化財「玄
げん

武
ぶ

蒔
まき

絵
え

鞍
くら

鐙
あぶみ

」

◉
日
時　
８
月
８
日
㈯
13
時
30
分
～

◉
会
場　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
定
員　
70
人

◉
講
師

　
西
岡
甲
房　
甲
冑
師

　
西
岡 

文
夫
さ
ん

（
文
化
庁
選
定
保
存
技
術「
甲
冑
修
理
」保
持
者
）

７
月
10
日
㈮
か
ら

予
約
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話
で
都
城
島
津
邸

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

講
演
会「
甲
冑
に
お
け
る
色
と
意
匠
」

◎
問
い
合
わ
せ　
都
城
島
津
邸　
☎
23
－
２
１
１
６

企
画
展
の
概
要

「白
しろ

紫
むらさき

糸
いと

段
だん

威
おどし

大
おお

鎧
よろい

」
（個人蔵、都城島津邸寄託）
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安
全
な
血
液
の
安
定
確
保
の
た
め
、

献
血
に
協
力
く
だ
さ
い　

献
血
は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
に
、
健
康
な
人
の
血
液

を
提
供
す
る
こ
と
で
、命
を
つ
な
ぐ
献
血
。

国
内
で
は
、
１
日
当
た
り
約
３
千
人
が
輸

血
を
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
や
長
期

保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
日
本

赤
十
字
社
が
中
心
と
な
っ
て
、
血
液
提
供

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
言
え
る「
献
血
」

を
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
へ
の
呼
び
か
け

年
々
献
血
を
す
る
人
が
減
少
し
て
い

て
、
特
に
４
０
０
㍉
㍑
の
献
血
者
は
令
和

４
年
か
ら
減
少
し
て
い
ま
す
。
早
い
段
階

か
ら
献
血
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
若
い
世
代
へ
の
普
及
啓
発
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

献
血
に
協
力
く
だ
さ
い

　
献
血
は
、常
設
会
場
の
献
血
ル
ー
ム（
カ

リ
ー
ノ
宮
崎
・
宮
崎

市
橘
通
東
四
丁
目
8

－
1
）の
ほ
か
、
県
内

を
巡
回
す
る
献
血
バ

ス
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
協
力
く
だ

さ
い
。

◉
献
血
バ
ス
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
日
時
や
会
場
な
ど
は
、

宮
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

宮
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
８
５
－
50
－
１
８
０
０ 　

７
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

◎
問
い
合
わ
せ　
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
都
城
市
地
区
事
務
局（
福
祉
課
内
）　
☎
36
－
８
７
１
１

5,000

5,200

5,400

R4 R7

5,392

5,197

市内の400mL
献血者推移（人）

保
護
司
と
は

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

を
地
域
で
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

主
に
次
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

•
�

面
接
や
訪
問
を
通
じ
て
見
守
っ
た
り
、

相
談
に
応
じ
て
助
言
を
行
っ
た
り
す

る
保
護
観
察
な
ど

•
�

刑
務
所
や
少
年
院
に
収
容
中
の
人
が
、

退
所
後
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復
帰
す
る

た
め
の
環
境
整
備
や
、
犯
罪
防
止
の

た
め
の
啓
発
活
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

保
護
司
の
犯
罪
予
防
啓
発
活
動
の
一

つ
で
あ
る
本
運
動
。
全
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
ら

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。
立
ち
直
り
を
支

え
る
家
庭
や
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
一

人
一
人
が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、
毎

年
７
月
を
強
化
月
間
に
定
め
、
普
及
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
護
司
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

社
会
復
帰
を
支
え
る
地
域
の
力

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
社
会
復
帰
を
支
え
る
保
護
司
。
国
の
委
嘱
を
受
け
、
全
国

で
４
万
６
千
人
、
都
城
地
区
で
は
86
人
が
立
ち
直
り
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課　
☎
36
－
８
７
１
１

定年退職後に保護司の活動を始め
ました。近年は若者の薬物使用や特
殊詐欺などの犯罪も増えていて、居
場所づくりを支え、再犯を防ぐとい
う保護司が担う役割の大切さを改め
て感じています。

保護司も高齢化が課題で、新たな
担い手が求められています。更生支
援と聞くと難しく思うかもしれませ
んが、大切なのは相手の話をよく聞
いて、寄り添い、見守ることだと思っ
ています。活動に関心がある人は問
い合わせください。

都城地区保護司会　☎36-5105

福重 ひとみさん

都城地区保護司会
保護司

寄り添い、見守り
社会復帰を支える

Miyakonojo City Public Relations   2026.721
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

テレビ番組の
案内

◆BTVケーブルテレビ(デジタル111ch)
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 〜　②11:50 〜　③16:50 〜　④20:50 〜　⑤22:50 〜

夏
の
ま
ち
な
かStarW

eek

（
無
料
）

◉
内
容
・
日
時

①
移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
会（
全

19
回
）

７
／
18
㈯
～
20
㈪
　
10
時
～
14
時
30
分
　

※
７
／
20
㈪
は
15
時
ま
で
　

②
星
空
観
望
会

７
／
18
㈯
・
19
㈰
　
19
時
～
21
時

◉
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前

◉
定
員
　

①
各
回
25
人
　
※
申
し
込
み
順

②
な
し市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電

話
で
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

☎
23
－
２
６
１
５

親
子
で
行
こ
う
！
夏
休
み
上
下
水
道

施
設
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー（
無
料
）

◉
日
時
　
８
月
12
日
㈬
　
９
時
～
12
時

※
８
時
50
分
に
上
下
水
道
局
集
合

◉
対
象
・
定
員
　
市
内
小
学
生
お
よ
び
保

護
者
　
20
人

※�

児
童
ま
た
は
保
護
者
の
み
の
参
加
は

不
可
。
申
し
込
み
順

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話
で
上
下
水
道
局
総
務
課

☎
23‒

４
８
１
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◉
日
程
・
内
容
・
出
演

７
／
21
㈫
バ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
・
コ
ン

ト
ラ
バ
ス

プ
ラ
ス
・
ベ
ー
ジ
ュ

７
／
28
㈫
合
唱

ホ
ー
ル
附
属
合
唱
団
あ
さ
ぎ
り

８
／
４
㈫
女
声
合
唱

都
城
コ
ー
ロ
・
ブ
リ
ラ
ン
テ

◉
時
間
　
12
時
20
分
～

◉
場
所
　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

文
化
振
興
財
団
　
☎
23‒

７
１
４
０

も
ち
お
公
園
夏
ま
つ
り

◉
日
時
　
７
月
25
日
㈯
　
16
時
30
分
～

※�

駐
車
場
に
限
り
あ
り
。
乗
り
合
わ
せ
や

送
迎
に
協
力
く
だ
さ
い

横
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
☎
25‒

２
２
５
７

霧
島
連
山
最
高
峰

韓
国
岳
登
山

◉
日
時
　
７
月
19
日
㈰
　
９
時
～
15
時

※
８
時
30
分
受
付

◉
集
合
場
所
　
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
セ
ン
タ
ー
（
え
び
の
市
末
永
）

※
駐
車
場
代
別
途
５
０
０
円

◉
対
象
・
定
員
　
小
学
生
以
上
　
20
人
　

※
申
し
込
み
順
。
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

◉
費
用
　
千
円（
保
険
・
ガ
イ
ド
料
含
む
）

※
高
校
生
以
下
３
０
０
円

◉
持
参
物
　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
、
雨

具
や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

７
月
17
日
㈮
ま
で
に
そ
お
・
み
や
こ

ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ（
宮
川
）

☎
０
９
０‒

３
７
９
７‒

３
８
４
５

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※�その他の行事は、子育て支援センター
のホームページでも確認できます

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
はいはい競争
⃝日時　７/22㈬　13時～13時45分
⃝定員　15人　※申し込み順
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
夏のAED教室　※要申し込み
⃝日時　７/21㈫　10時30分～11時30分
山田地域子育て支援センター　☎64-3171
デコパージュ
⃝日時　７/16㈭　10時～11時
⃝定員　７組　※申し込み順。実費あり
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587

水あそび
⃝日時　７/16㈭　10時30分～11時30分
⃝定員　10組程度　※申し込み順

高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
管理栄養士による幼児食相談・身体測定
⃝日時　７/28㈫　10時30分～11時30分
⃝定員　７組　※申し込み順

テレビ番組の
案内

◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 〜 19：00

都
城
法
人
会
主
催

映
画
鑑
賞
会（
無
料
）

◉
期
間

　８
月
７
日
㈮
～
23
日
㈰

◉
場
所
　
シ
ネ
ポ
ー
ト
都
城

◉
対
象

　市
民

◉
内
容
　
上
映
中
の
好
み
の
１
作
品

◉
定
員
　
４
０
０
人
　
※
抽
選

７
月
３
日
㈮
９
時
～
13
日

㈪
９
時
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
で
都
城
法
人
会
事
務
局
　

都
城
法
人
会
事
務
局

　
☎
45
－
０
３
７
７
　

く
す
り
と
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

（
無
料
）

菊
地
幸
夫
弁
護
士
に
よ
る
講
演
や
健

康
薬
膳
の
料
理
教
室
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◉
日
時
　
８
月
23
日
㈰
　

　
　
　
　
９
時
30
分
～
14
時

※
講
演
は
10
時
30
分
～
12
時

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
料
理
教
室
は
ま
ち
な
か
キ
ッ
チ
ン

◉
定
員
　
講
演
会
　
２
９
３
人
、
料
理

教
室
　
20
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他
　
薬
や
栄
養
の
相
談
・
各
種
体

験
ブ
ー
ス
を
設
置��

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
都
城
市
北
諸
県

郡
薬
剤
師
会
　

☎
25‒

２
４
５
５

作品募集中！上下水道局フォトコンテスト
テーマは「水とのふれあい」で入選者には賞品あり。応募は9/30㈬まで

市
文
化
賞
受
賞
候
補
者
の
推
薦

　
本
市
の
文
化
の
向
上
発
展
に
関
し
、
特

に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
、
功
労
の
あ
っ
た

本
市
在
住
者
や
出
身
者
、
縁
故
者
、
市
内

に
所
在
す
る
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

◉
部
門
　
学
術
、
芸
術
、
技
術
、
社
会
教

育
、
体
育
、
文
化
功
労

地
域
振
興
課
や
各
総
合

支
所
で
配
布
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し

た
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
地
域
振
興
課
　

☎
23
－
２
１
３
２
　

令
和
９
年
度
採
用
予
定

都
城
市
職
員
採
用
試
験

◉
職
種
区
分
・
採
用
予
定
人
数

【
後
期
日
程
】　

　
第
１
次
試
験
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
試
験
と
録

画
面
接（
自
宅
な
ど
で
受
験
）で
す
。

高
校
・
短
大
卒
業
程
度

①
一
般
事
務（
２
人
程
度
）、
②
土
木（
若

干
名
）、
③
消
防
吏
員（
３
人
程
度
）

学
歴
不
問

④
一
般
文
化
財（
若
干
名
）、
⑤
埋
蔵
文
化

財（
若
干
名
）

障
が
い
者
対
象

⑥
一
般
事
務（
若
干
名
）

【
筆
記
試
験
特
別
免
除
枠
】

　
第
１
次
試
験
は
、
録
画
面
接（
自
宅
な

ど
で
受
験
）と
性
格
検
査
の
み
で
す
。

Ｕ
29
若
手
採
用
枠
　
　

⑦
一
般
事
務（
５
人
程
度
）

建
築
枠

⑧
建
築（
５
人
程
度
）

◉
対
象
　
①
②
は
平
成
12
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。
③
は
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
視

力
、
聴
力
、
嗅
覚
、
色
覚
な
ど
に
一
定
の

要
件
あ
り
。
④
⑤
は
昭
和
57
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
資
格
、
免
許
な

ど
の
要
件
あ
り
。
⑥
は
平
成
３
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
⑦
は
平
成
９
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
職
務

経
歴
の
要
件
を
満
た
す
人
。
⑧
は
昭
和
57

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
一
定
の
要
件
あ
り

※�

欠
格
条
項
あ
り
。
前
期
A
・
B
日
程
お

よ
び
10
月
採
用
枠
と
の
併
願
不
可
。
①

～
③
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

（
短
期
大
学
は
除
く
）な
ど
を
卒
業
、
ま

た
は
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人
は
受
験
不
可

◉
試
験
案
内
の
配
布

　７
月
８
日
㈬
か
ら

職
員
課
や
市
役
所
１
階
総
合
案
内
、
消
防

局
総
務
課
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
図
書
館
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
可

◉
そ
の
他
　
カ
ム
バ
ッ
ク
採
用
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

７
月
９
日
㈭
～
８
月
10
日

㈪
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る「
都
城
市
職
員
採

用
試
験
申
込
シ
ス
テ
ム
」に
ア
ク
セ
ス
し
、

必
要
事
項
を
入
力
の
上
、
申
し
込
み

職
員
課
　
☎
23
－
２
１
１
９

宮
崎
県
立
産
業
技
術
専
門
校（
西
都
市
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者

　
県
の
産
業
界
を
担
う
技
術
者
を
育
成
す

る
た
め
の
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
で
す
。

◉
日
時
　
７
月
26
日
㈰
　
10
時
～
15
時
30

分
　
※
９
時
30
分
受
け
付
け

◉
対
象
　
高
等
学
校
卒
業（
予
定
）
者
ま

た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
社
会
人

◉
定
員
　
40
人
程
度

7
月
17
日
㈮
ま
で
に
電

話
ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
ら
県
立
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
９
８
３
－
42
－
６
５
０
１

は
た
ち
の
集
い
実
行
委
員

　
各
地
区
の
は
た
ち
の
集
い
の
企
画
・
運

営
を
行
い
ま
す
。

◉
開
催
地
区
　
中
学
校
区（
西
岳
・
夏
尾
、

高
城・有
水
、
高
崎・笛
水
は
合
同
）ご
と
。

そ
の
他
ウ
エ
ル
カ
ム
会
場
あ
り

※�

ウ
エ
ル
カ
ム
会
場
は
、
市
外
の
中
学
校

を
卒
業
し
た
人
や
各
地
区
は
た
ち
の
集

い
に
参
加
で
き
な
い
人
、
外
国
人
な
ど

を
対
象
と
し
た
会
場
で
す

◉
対
象
　
平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

生
涯
学
習
課
　
☎
23
－
９
５
４
５

　
　
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課

夜
の
お
城
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
無
料
）

◉
日
時
　７
月
15
日
㈬
　
17
時
～
21
時

※
入
館
は
20
時
30
分
ま
で

◉
場
所
　都
城
歴
史
資
料
館

【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

◉
内
容
・
時
間
・
定
員

光
る
灯
ろ
う
作
り（
全
４
回
）

17
時
～
20
時
の
１
時
間
ご
と
　
各
10
人

光
る
ぶ
ん
ぶ
ん
ゴ
マ
作
り（
全
４
回
）

17
時
～
20
時
の
１
時
間
ご
と
　
各
10
人

※
先
着
順
・
申
し
込
み
不
要

文
化
財
課
　
☎
23‒

９
５
４
７

募

　集

催

　し
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

テレビ番組の
案内

◆BTVケーブルテレビ(デジタル111ch)
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 〜　②11:50 〜　③16:50 〜　④20:50 〜　⑤22:50 〜

夏
の
ま
ち
な
かStarW

eek

（
無
料
）

◉
内
容
・
日
時

①
移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
会（
全

19
回
）

７
／
18
㈯
～
20
㈪
　
10
時
～
14
時
30
分
　

※
７
／
20
㈪
は
15
時
ま
で
　

②
星
空
観
望
会

７
／
18
㈯
・
19
㈰
　
19
時
～
21
時

◉
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前

◉
定
員
　

①
各
回
25
人
　
※
申
し
込
み
順

②
な
し市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電

話
で
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

☎
23
－
２
６
１
５

親
子
で
行
こ
う
！
夏
休
み
上
下
水
道

施
設
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー（
無
料
）

◉
日
時
　
８
月
12
日
㈬
　
９
時
～
12
時

※
８
時
50
分
に
上
下
水
道
局
集
合

◉
対
象
・
定
員
　
市
内
小
学
生
お
よ
び
保

護
者
　
20
人

※�

児
童
ま
た
は
保
護
者
の
み
の
参
加
は

不
可
。
申
し
込
み
順

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話
で
上
下
水
道
局
総
務
課

☎
23‒

４
８
１
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◉
日
程
・
内
容
・
出
演

７
／
21
㈫
バ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
・
コ
ン

ト
ラ
バ
ス

プ
ラ
ス
・
ベ
ー
ジ
ュ

７
／
28
㈫
合
唱

ホ
ー
ル
附
属
合
唱
団
あ
さ
ぎ
り

８
／
４
㈫
女
声
合
唱

都
城
コ
ー
ロ
・
ブ
リ
ラ
ン
テ

◉
時
間
　
12
時
20
分
～

◉
場
所
　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

文
化
振
興
財
団
　
☎
23‒

７
１
４
０

も
ち
お
公
園
夏
ま
つ
り

◉
日
時
　
７
月
25
日
㈯
　
16
時
30
分
～

※�

駐
車
場
に
限
り
あ
り
。
乗
り
合
わ
せ
や

送
迎
に
協
力
く
だ
さ
い

横
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
☎
25‒

２
２
５
７

霧
島
連
山
最
高
峰

韓
国
岳
登
山

◉
日
時
　
７
月
19
日
㈰
　
９
時
～
15
時

※
８
時
30
分
受
付

◉
集
合
場
所
　
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
セ
ン
タ
ー
（
え
び
の
市
末
永
）

※
駐
車
場
代
別
途
５
０
０
円

◉
対
象
・
定
員
　
小
学
生
以
上
　
20
人
　

※
申
し
込
み
順
。
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

◉
費
用
　
千
円（
保
険
・
ガ
イ
ド
料
含
む
）

※
高
校
生
以
下
３
０
０
円

◉
持
参
物
　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
、
雨

具
や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

７
月
17
日
㈮
ま
で
に
そ
お
・
み
や
こ

ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ（
宮
川
）

☎
０
９
０‒

３
７
９
７‒

３
８
４
５

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※�その他の行事は、子育て支援センター
のホームページでも確認できます

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
はいはい競争
⃝日時　７/22㈬　13時～13時45分
⃝定員　15人　※申し込み順
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
夏のAED教室　※要申し込み
⃝日時　７/21㈫　10時30分～11時30分
山田地域子育て支援センター　☎64-3171
デコパージュ
⃝日時　７/16㈭　10時～11時
⃝定員　７組　※申し込み順。実費あり
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587

水あそび
⃝日時　７/16㈭　10時30分～11時30分
⃝定員　10組程度　※申し込み順

高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
管理栄養士による幼児食相談・身体測定
⃝日時　７/28㈫　10時30分～11時30分
⃝定員　７組　※申し込み順

テレビ番組の
案内

◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 〜 19：00

都
城
法
人
会
主
催

映
画
鑑
賞
会（
無
料
）

◉
期
間
　８
月
７
日
㈮
～
23
日
㈰

◉
場
所
　
シ
ネ
ポ
ー
ト
都
城

◉
対
象
　市
民

◉
内
容
　
上
映
中
の
好
み
の
１
作
品

◉
定
員
　
４
０
０
人
　
※
抽
選

７
月
３
日
㈮
９
時
～
13
日

㈪
９
時
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
で
都
城
法
人
会
事
務
局
　

都
城
法
人
会
事
務
局

　
☎
45
－
０
３
７
７
　

く
す
り
と
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

（
無
料
）

菊
地
幸
夫
弁
護
士
に
よ
る
講
演
や
健

康
薬
膳
の
料
理
教
室
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◉
日
時
　
８
月
23
日
㈰
　

　
　
　
　
９
時
30
分
～
14
時

※
講
演
は
10
時
30
分
～
12
時

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
料
理
教
室
は
ま
ち
な
か
キ
ッ
チ
ン

◉
定
員
　
講
演
会
　
２
９
３
人
、
料
理

教
室
　
20
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他
　
薬
や
栄
養
の
相
談
・
各
種
体

験
ブ
ー
ス
を
設
置��

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
都
城
市
北
諸
県

郡
薬
剤
師
会
　

☎
25‒

２
４
５
５

作品募集中！上下水道局フォトコンテスト
テーマは「水とのふれあい」で入選者には賞品あり。応募は9/30㈬まで

市
文
化
賞
受
賞
候
補
者
の
推
薦

　
本
市
の
文
化
の
向
上
発
展
に
関
し
、
特

に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
、
功
労
の
あ
っ
た

本
市
在
住
者
や
出
身
者
、
縁
故
者
、
市
内

に
所
在
す
る
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

◉
部
門
　
学
術
、
芸
術
、
技
術
、
社
会
教

育
、
体
育
、
文
化
功
労

地
域
振
興
課
や
各
総
合

支
所
で
配
布
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し

た
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
地
域
振
興
課
　

☎
23
－
２
１
３
２
　

令
和
９
年
度
採
用
予
定

都
城
市
職
員
採
用
試
験

◉
職
種
区
分
・
採
用
予
定
人
数

【
後
期
日
程
】　

　
第
１
次
試
験
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
試
験
と
録

画
面
接（
自
宅
な
ど
で
受
験
）で
す
。

高
校
・
短
大
卒
業
程
度

①
一
般
事
務（
２
人
程
度
）、
②
土
木（
若

干
名
）、
③
消
防
吏
員（
３
人
程
度
）

学
歴
不
問

④
一
般
文
化
財（
若
干
名
）、
⑤
埋
蔵
文
化

財（
若
干
名
）

障
が
い
者
対
象

⑥
一
般
事
務（
若
干
名
）

【
筆
記
試
験
特
別
免
除
枠
】

　
第
１
次
試
験
は
、
録
画
面
接（
自
宅
な

ど
で
受
験
）と
性
格
検
査
の
み
で
す
。

Ｕ
29
若
手
採
用
枠
　
　

⑦
一
般
事
務（
５
人
程
度
）

建
築
枠

⑧
建
築（
５
人
程
度
）

◉
対
象
　
①
②
は
平
成
12
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。
③
は
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
視

力
、
聴
力
、
嗅
覚
、
色
覚
な
ど
に
一
定
の

要
件
あ
り
。
④
⑤
は
昭
和
57
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
資
格
、
免
許
な

ど
の
要
件
あ
り
。
⑥
は
平
成
３
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
⑦
は
平
成
９
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
職
務

経
歴
の
要
件
を
満
た
す
人
。
⑧
は
昭
和
57

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
一
定
の
要
件
あ
り

※�

欠
格
条
項
あ
り
。
前
期
A
・
B
日
程
お

よ
び
10
月
採
用
枠
と
の
併
願
不
可
。
①

～
③
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

（
短
期
大
学
は
除
く
）な
ど
を
卒
業
、
ま

た
は
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人
は
受
験
不
可

◉
試
験
案
内
の
配
布
　７
月
８
日
㈬
か
ら

職
員
課
や
市
役
所
１
階
総
合
案
内
、
消
防

局
総
務
課
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
図
書
館
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
可

◉
そ
の
他
　
カ
ム
バ
ッ
ク
採
用
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

７
月
９
日
㈭
～
８
月
10
日

㈪
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る「
都
城
市
職
員
採

用
試
験
申
込
シ
ス
テ
ム
」に
ア
ク
セ
ス
し
、

必
要
事
項
を
入
力
の
上
、
申
し
込
み

職
員
課
　
☎
23
－
２
１
１
９

宮
崎
県
立
産
業
技
術
専
門
校（
西
都
市
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者

　
県
の
産
業
界
を
担
う
技
術
者
を
育
成
す

る
た
め
の
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
で
す
。

◉
日
時
　
７
月
26
日
㈰
　
10
時
～
15
時
30

分
　
※
９
時
30
分
受
け
付
け

◉
対
象
　
高
等
学
校
卒
業（
予
定
）
者
ま

た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
社
会
人

◉
定
員
　
40
人
程
度

7
月
17
日
㈮
ま
で
に
電

話
ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
ら
県
立
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
９
８
３
－
42
－
６
５
０
１

は
た
ち
の
集
い
実
行
委
員

　
各
地
区
の
は
た
ち
の
集
い
の
企
画
・
運

営
を
行
い
ま
す
。

◉
開
催
地
区
　
中
学
校
区（
西
岳
・
夏
尾
、

高
城・有
水
、
高
崎・笛
水
は
合
同
）ご
と
。

そ
の
他
ウ
エ
ル
カ
ム
会
場
あ
り

※�

ウ
エ
ル
カ
ム
会
場
は
、
市
外
の
中
学
校

を
卒
業
し
た
人
や
各
地
区
は
た
ち
の
集

い
に
参
加
で
き
な
い
人
、
外
国
人
な
ど

を
対
象
と
し
た
会
場
で
す

◉
対
象
　
平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

生
涯
学
習
課
　
☎
23
－
９
５
４
５

　
　
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課

夜
の
お
城
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
無
料
）

◉
日
時

　７
月
15
日
㈬
　
17
時
～
21
時

※
入
館
は
20
時
30
分
ま
で

◉
場
所

　都
城
歴
史
資
料
館

【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

◉
内
容
・
時
間
・
定
員

光
る
灯
ろ
う
作
り（
全
４
回
）

17
時
～
20
時
の
１
時
間
ご
と
　
各
10
人

光
る
ぶ
ん
ぶ
ん
ゴ
マ
作
り（
全
４
回
）

17
時
～
20
時
の
１
時
間
ご
と
　
各
10
人

※
先
着
順
・
申
し
込
み
不
要

文
化
財
課
　
☎
23‒

９
５
４
７

募

　集

催

　し
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

高
城
郷
土
資
料
館
企
画
展

時
を
つ
な
ぐ
高
城
町
～
移
り
行
く
故

郷
の
風
景
～

◉
日
時
　
８
月
１
日
㈯
～
30
日
㈰

　
　
　
　
９
時
30
分
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
。
月
曜
日
休
館

◉
場
所
　
高
城
郷
土
資
料
館

◉
入
館
料
　
大
人
２
２
０
円
、
高
校
生
１

６
０
円
、
小
・
中
学
生
１
１
０
円

高
城
地
域
生
活
課
　
☎
58‒

２
３
１
１

　
高
城
郷
土
資
料
館
　
☎
58‒

５
９
６
３

企
業
見
学
会

◉
日
時
　
８
月
19
日
㈬
　

　
　
　
　
８
時
45
分
～
15
時
40
分

◉
集
合
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
　

※
８
時
30
分
集
合

◉
対
象
・
定
員
　
小
学
生
以
上
の
市
民
　

40
人（
グ
ル
ー
プ
申
し
込
み
は
４
人
ま
で
）

※�

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
８
月
７
日
㈮
ま
で
に
当

選
者
に
連
絡

◉
行
程
　
農
事
組
合
法
人
Ｅ
Ｃ
Ｏ
マ
ッ

シ
ュ
（
夏
尾
町
）
→
昼
休
憩
→
株
式
会
社

九
州
コ
ガ
ネ
イ（
高
城
町
）
→
有
限
会
社

九
南
サ
ー
ビ
ス
・
タ
マ
チ
ャ
ン
シ
ョ
ッ
プ

（
平
江
町
）

◉
費
用
　
６
０
０
円（
保
険
・
昼
食
代
含
む
）

◉
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
、
上

履
き
、
靴
を
入
れ
る
袋
、
マ
ス
ク
、
飲

み
物
を
持
参

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
代
表
者
に
は
◎
印
）・
住
所
・

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記

入
し
秘
書
広
報
課（
〒
885‒

８

５
５
５
）

☎
23‒

３
１
７
４

宮
崎
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
戦

◉
日
時
　
７
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
　
　
　

　
　
　
　
13
時
試
合
開
始

◉
場
所
　都
城
運
動
公
園
コ
ア
ラ
の
マ
ー

チ
ス
タ
ジ
ア
ム

◉
費
用
　一般（
高
校
生
以
上
）
千
円
、
中

学
生
以
下
は
無
料

宮
崎
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ズ
球
団
事
務
局

　
☎
66‒

５
２
２
０

ヴ
ァイ
オ
リ
ン・リ
サ
イ
タ
ル

石
田
泰
尚
の
世
界

◉
日
時
　
８
月
22
日
㈯
　
18
時
開
演

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
　

◉
費
用
　
全
席
指
定
　
一
般
４
千
円
、
高

校
生
以
下
２
千
円

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
23‒

７
１
９
０

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

き
ら
り
体
験
教
室

◉
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
持
参
物

①
井
之
上
歌
謡
教
室（
全
12
回
）

８
／
２
㈰
・
９
㈰
・
16
㈰
・
23
㈰
、
９
／
６

㈰
・
13
㈰
・
20
㈰
・
27
㈰
、
10
／
４
㈰
・
11

㈰
・
18
㈰
・
25
㈰
　
11
時
30
分
～
13
時
30
分
　

指
導
者
宅（
都
島
町
）　
10
人
　
※
５
人
以

上
で
開
催
　
６
千
円（
初
回
全
納
）　
筆
記

用
具

②
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
教
室（
全
２
回
）

８
／
５
㈬
・
19
㈬
　
10
時
～
12
時
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
10
人
　
※
５
人
以
上

で
開
催
　
千
円（
初
回
全
納
、各
回
材
料
費

千
円
を
別
途
徴
収
）　
筆
記
用
具

③
無
添
加
手
作
り
め
ん
つ
ゆ
、
ふ
り
か
け

８
／
30
㈰
　
13
時
～
15
時
　「
道
の
駅
」都

城
Ｎニ

ク

ル

ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
　
10
人
　
※
５
人
以
上
で

開
催
　
２
千
円
　
筆
記
用
具
、飲
み
物
、エ

プ
ロ
ン
、マ
ス
ク

①
②
は
７
月
24
日

㈮
、
③
は
７
月
31
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
生
涯
学
習
課
　

☎
23‒

０
９
６
２

陶
芸
工
房「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」陶
芸
教
室

◉
内
容
・
日
時
・
製
作
時
間
・
費
用

夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室

７
／
２
㈭
～
31
㈮
　
※
水
曜
日
除
く
　
①
10

時
～
、②
13
時
～
　
60
分
程
度
　
１
５
０
０
円

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
☎
58‒

６
１
５
０

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
後
期
・

全
５
回
）

◉
日
時
　
８
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬
・
26
日

㈬
、
９
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬
　
10
時
～
11

時
　
※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
あ
り

◉
場
所
　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
　
市
内
お
よ
び
三
股
町
在
住
の
１

～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

◉
定
員
　
20
組
　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
１
組
３
千
円（
保
険
料
含
む
。

子
ど
も
２
人
の
場
合
４
千
円
）

※�

申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合

は
返
金
な
し

７
月
３
日
㈮
～
８
月
４
日
㈫
に
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
で
都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
26‒

７
１
３
３

m
iyakonojo-taikyo@

btvm
.ne.jp

親
子
で
工
作
！
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
鈴

を
作
っ
て
み
よ
う（
無
料
）

◉
日
時
　
７
月
26
日
㈰

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
対
象
・
定
員
　
小
学
生
と
保
護
者
　
40

人
　
※
申
し
込
み
順

開
催
日
前
日
の
16
時
ま
で
に
都
城

市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館

☎
36‒

３
９
０
０

ラジオ番組の
案内

◆MRTラジオ(ワイドFM90.4MHz)
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　15:30 〜 15:45

「
道
の
駅
」都
城
Ｎ
ⅰ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
の
教
室

◉
日
時
・
定
員
・
費
用

①
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ヨ
ガ

８
／
21
㈮
　
10
時
～
11
時
　
10
人

５
０
０
円

②
ベ
ー
コ
ン
＆
ウ
ィ
ン
ナ
ー
燻く

ん

製せ
い

教
室

８
／
23
㈰
　
10
時
～
16
時
　
10
人

９
千
円

③
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

ポ
ー
ル

８
／
26
㈬
　
18
時
30
分
～
19
時
30
分
　

15
人
　
５
０
０
円

◉
そ
の
他
　
①
③
は
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

①
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
②
は
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
保
冷
バ
ッ
グ

を
持
参

※�

申
し
込
み
順
。
詳
し
く
は
、

都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

②
は
８
月
９
日
㈰
、
①
③
は
開
催
日

前
日
ま
で
に
コ
コ
ニ
ク
ル
都
城

☎
38‒

５
５
２
９

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時
　
８
月
８
日
㈯
　
10
時
～
12
時

◉
場
所
　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
対
象
　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

◉
定
員
　
25
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容
　
介
護
の
ス
ト
レ
ス
と
の
付
き
合
い

方
や
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
な
ど

８
月
６
日
㈭
ま
で
に
都
城
コ
ア
学
園

☎
38‒

４
８
１
１

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
体
験

会（
無
料
）

◉
日
時
　
８
月
21
日
㈮

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
　
こ
け
な
い
か

ら
だ
づ
く
り
講
座
に
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
市

民◉
定
員
　
20
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
持
ち
物
　
運
動
に
適
し
た
服
装
と
靴
で

飲
み
物
と
タ
オ
ル
を
持
参

電
話
ま
た
は
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
い
き
い
き
長

寿
課
　
☎
23‒

３
１
８
４

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座（
無
料
・
全
５

回
）

◉
日
時
　
８
月
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
17
日

㈪
・
24
日
㈪
　
13
時
30
分
～
16
時

※�

８
月
3
日
㈪
～
16
日
㈰
の
い
ず
れ
か
で

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
１
回
受
講

◉
場
所
　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◉
定
員
　
50
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他
　
会
員
登
録
後
１
時
間
当
た
り

千
円
～
１
１
０
０
円
の
活
動
報
酬
あ
り

７
月
27
日
㈪
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26‒

３
８
１
０

都
城
島
津
邸
歴
史
講
座
・
ガ
イ
ド
養

成
講
座（
全
５
回
）

◉
日
時
　
８
月
22
日
㈯
、
９
月
26
日
㈯
、

10
月
17
日
㈯
、
11
月
21
日
㈯
、
12
月
19
日

㈯
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　
※
最
終
日

は
９
時
～
12
時
で
史
跡
巡
り

◉
場
所
　
都
城
島
津
伝
承
館

◉
定
員
　
20
人
　

※�

申
し
込
み
順
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
し
て
活
動
で
き
る
人
が
優
先

◉
費
用
　
千
円（
資
料
代
・
入
館
料
。
史

跡
巡
り
は
保
険
代
を
別
途
徴
収
）

７
月
14
日
㈫
～
８
月
７
日
㈮
ま
で

に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

都
城
島
津
邸

☎
23‒

２
１
１
６

NPOのイベント情報

※詳しくは、市ホームページを確認ください

創作竹ほうき作り　※要申し込み
●日時　７/23㈭、８/６㈭��８時30分〜10時30分　　　
●場所　里山　ののんたん（野々美谷町912-2）
●定員　各５人
●費用　500円（材料費含む）

kanきち会（三原）　☎090-4340-6604

HAPPY終活相談会
～高齢期の生活不安に向き合う時間～
●日時　７/25㈯　10時〜16時
●場所　�ライフサポートセンターHAPPYフレイ

ル予防スタジオ（志比田町7290）
ライフサポートセンターHAPPY（八反田）

　�☎090-2855-0482

保護ねこ・いぬ譲渡会
●日時　７/26㈰　10時〜15時
●場所　株式会社都城酒造HD事務所
　　　　（乙房町4113-1）
エムズガーデンはぴにゃんプロジェクト事務局　

（猿渡）　☎37-3392

大淀川こどもサミット大会　※要申し込み
●日時　８/２㈰　10時〜14時　※受付９時〜
●場所　せせらぎ水路公園（下沖水橋下河川敷）

都城大淀川サミット（立山）
�　☎090-7151-7314

杏カフェ主催事業　防災ワークショップ講座
【福祉現場の「不安」を見える化する～災害時に困
ることを考える～】
●日時　８/１㈯　13時〜14時30分
●場所　五十市地区公民館
【「できる備え」を増やしていく～地域と共に考え
る福祉防災～】
●日時　８/２㈰　10時〜11時30分
●場所　五十市地区公民館
�杏カフェ　公式ＬＩＮＥ

　�＠718iofcn

催

　し

講
座
・
教
室

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

高
城
郷
土
資
料
館
企
画
展

時
を
つ
な
ぐ
高
城
町
～
移
り
行
く
故

郷
の
風
景
～

◉
日
時
　
８
月
１
日
㈯
～
30
日
㈰

　
　
　
　
９
時
30
分
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
。
月
曜
日
休
館

◉
場
所
　
高
城
郷
土
資
料
館

◉
入
館
料
　
大
人
２
２
０
円
、
高
校
生
１

６
０
円
、
小
・
中
学
生
１
１
０
円

高
城
地
域
生
活
課
　
☎
58‒

２
３
１
１

　
高
城
郷
土
資
料
館
　
☎
58‒

５
９
６
３

企
業
見
学
会

◉
日
時
　
８
月
19
日
㈬
　

　
　
　
　
８
時
45
分
～
15
時
40
分

◉
集
合
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
　

※
８
時
30
分
集
合

◉
対
象
・
定
員
　
小
学
生
以
上
の
市
民
　

40
人（
グ
ル
ー
プ
申
し
込
み
は
４
人
ま
で
）

※�

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
８
月
７
日
㈮
ま
で
に
当

選
者
に
連
絡

◉
行
程
　
農
事
組
合
法
人
Ｅ
Ｃ
Ｏ
マ
ッ

シ
ュ
（
夏
尾
町
）
→
昼
休
憩
→
株
式
会
社

九
州
コ
ガ
ネ
イ（
高
城
町
）
→
有
限
会
社

九
南
サ
ー
ビ
ス
・
タ
マ
チ
ャ
ン
シ
ョ
ッ
プ

（
平
江
町
）

◉
費
用
　
６
０
０
円（
保
険
・
昼
食
代
含
む
）

◉
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
、
上

履
き
、
靴
を
入
れ
る
袋
、
マ
ス
ク
、
飲

み
物
を
持
参

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
代
表
者
に
は
◎
印
）・
住
所
・

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記

入
し
秘
書
広
報
課（
〒
885‒

８

５
５
５
）

☎
23‒

３
１
７
４

宮
崎
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
戦

◉
日
時
　
７
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
　
　
　

　
　
　
　
13
時
試
合
開
始

◉
場
所

　都
城
運
動
公
園
コ
ア
ラ
の
マ
ー

チ
ス
タ
ジ
ア
ム

◉
費
用
　一般（
高
校
生
以
上
）
千
円
、
中

学
生
以
下
は
無
料

宮
崎
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ズ
球
団
事
務
局

　
☎
66‒

５
２
２
０

ヴ
ァイ
オ
リ
ン・リ
サ
イ
タ
ル

石
田
泰
尚
の
世
界

◉
日
時
　
８
月
22
日
㈯
　
18
時
開
演

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
　

◉
費
用
　
全
席
指
定
　
一
般
４
千
円
、
高

校
生
以
下
２
千
円

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
23‒

７
１
９
０

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

き
ら
り
体
験
教
室

◉
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
持
参
物

①
井
之
上
歌
謡
教
室（
全
12
回
）

８
／
２
㈰
・
９
㈰
・
16
㈰
・
23
㈰
、
９
／
６

㈰
・
13
㈰
・
20
㈰
・
27
㈰
、
10
／
４
㈰
・
11

㈰
・
18
㈰
・
25
㈰
　
11
時
30
分
～
13
時
30
分
　

指
導
者
宅（
都
島
町
）　
10
人
　
※
５
人
以

上
で
開
催
　
６
千
円（
初
回
全
納
）　
筆
記

用
具

②
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
教
室（
全
２
回
）

８
／
５
㈬
・
19
㈬
　
10
時
～
12
時
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
10
人
　
※
５
人
以
上

で
開
催
　
千
円（
初
回
全
納
、各
回
材
料
費

千
円
を
別
途
徴
収
）　
筆
記
用
具

③
無
添
加
手
作
り
め
ん
つ
ゆ
、
ふ
り
か
け

８
／
30
㈰
　
13
時
～
15
時
　「
道
の
駅
」都

城
Ｎニ

ク

ル

ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
　
10
人
　
※
５
人
以
上
で

開
催
　
２
千
円
　
筆
記
用
具
、飲
み
物
、エ

プ
ロ
ン
、マ
ス
ク

①
②
は
７
月
24
日

㈮
、
③
は
７
月
31
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
生
涯
学
習
課
　

☎
23‒

０
９
６
２

陶
芸
工
房「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」陶
芸
教
室

◉
内
容
・
日
時
・
製
作
時
間
・
費
用

夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室

７
／
２
㈭
～
31
㈮
　
※
水
曜
日
除
く
　
①
10

時
～
、②
13
時
～
　
60
分
程
度
　
１
５
０
０
円

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
☎
58‒

６
１
５
０

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
後
期
・

全
５
回
）

◉
日
時
　
８
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬
・
26
日

㈬
、
９
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬
　
10
時
～
11

時
　
※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
あ
り

◉
場
所
　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
　
市
内
お
よ
び
三
股
町
在
住
の
１

～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

◉
定
員
　
20
組
　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
１
組
３
千
円（
保
険
料
含
む
。

子
ど
も
２
人
の
場
合
４
千
円
）

※�

申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合

は
返
金
な
し

７
月
３
日
㈮
～
８
月
４
日
㈫
に
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
で
都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
26‒

７
１
３
３

m
iyakonojo-taikyo@

btvm
.ne.jp

親
子
で
工
作
！
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
鈴

を
作
っ
て
み
よ
う（
無
料
）

◉
日
時
　
７
月
26
日
㈰

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
対
象
・
定
員
　
小
学
生
と
保
護
者
　
40

人
　
※
申
し
込
み
順

開
催
日
前
日
の
16
時
ま
で
に
都
城

市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館

☎
36‒

３
９
０
０

ラジオ番組の
案内

◆MRTラジオ(ワイドFM90.4MHz)
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　15:30 〜 15:45

「
道
の
駅
」都
城
Ｎ
ⅰ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
の
教
室

◉
日
時
・
定
員
・
費
用

①
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ヨ
ガ

８
／
21
㈮
　
10
時
～
11
時
　
10
人

５
０
０
円

②
ベ
ー
コ
ン
＆
ウ
ィ
ン
ナ
ー
燻く

ん

製せ
い

教
室

８
／
23
㈰
　
10
時
～
16
時
　
10
人

９
千
円

③
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

ポ
ー
ル

８
／
26
㈬
　
18
時
30
分
～
19
時
30
分
　

15
人
　
５
０
０
円

◉
そ
の
他
　
①
③
は
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

①
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
②
は
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
保
冷
バ
ッ
グ

を
持
参

※�

申
し
込
み
順
。
詳
し
く
は
、

都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

②
は
８
月
９
日
㈰
、
①
③
は
開
催
日

前
日
ま
で
に
コ
コ
ニ
ク
ル
都
城

☎
38‒

５
５
２
９

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時
　
８
月
８
日
㈯
　
10
時
～
12
時

◉
場
所
　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
対
象
　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

◉
定
員
　
25
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容
　
介
護
の
ス
ト
レ
ス
と
の
付
き
合
い

方
や
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
な
ど

８
月
６
日
㈭
ま
で
に
都
城
コ
ア
学
園

☎
38‒

４
８
１
１

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
体
験

会（
無
料
）

◉
日
時
　
８
月
21
日
㈮

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
　
こ
け
な
い
か

ら
だ
づ
く
り
講
座
に
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
市

民◉
定
員
　
20
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
持
ち
物
　
運
動
に
適
し
た
服
装
と
靴
で

飲
み
物
と
タ
オ
ル
を
持
参

電
話
ま
た
は
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
い
き
い
き
長

寿
課
　
☎
23‒

３
１
８
４

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座（
無
料
・
全
５

回
）

◉
日
時
　
８
月
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
17
日

㈪
・
24
日
㈪
　
13
時
30
分
～
16
時

※�

８
月
3
日
㈪
～
16
日
㈰
の
い
ず
れ
か
で

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
１
回
受
講

◉
場
所
　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◉
定
員
　
50
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他
　
会
員
登
録
後
１
時
間
当
た
り

千
円
～
１
１
０
０
円
の
活
動
報
酬
あ
り

７
月
27
日
㈪
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26‒

３
８
１
０

都
城
島
津
邸
歴
史
講
座
・
ガ
イ
ド
養

成
講
座（
全
５
回
）

◉
日
時
　
８
月
22
日
㈯
、
９
月
26
日
㈯
、

10
月
17
日
㈯
、
11
月
21
日
㈯
、
12
月
19
日

㈯
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　
※
最
終
日

は
９
時
～
12
時
で
史
跡
巡
り

◉
場
所
　
都
城
島
津
伝
承
館

◉
定
員
　
20
人
　

※�

申
し
込
み
順
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
し
て
活
動
で
き
る
人
が
優
先

◉
費
用
　
千
円（
資
料
代
・
入
館
料
。
史

跡
巡
り
は
保
険
代
を
別
途
徴
収
）

７
月
14
日
㈫
～
８
月
７
日
㈮
ま
で

に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

都
城
島
津
邸

☎
23‒

２
１
１
６

NPOのイベント情報

※詳しくは、市ホームページを確認ください

創作竹ほうき作り　※要申し込み
●日時　７/23㈭、８/６㈭��８時30分〜10時30分　　　
●場所　里山　ののんたん（野々美谷町912-2）
●定員　各５人
●費用　500円（材料費含む）

kanきち会（三原）　☎090-4340-6604

HAPPY終活相談会
～高齢期の生活不安に向き合う時間～
●日時　７/25㈯　10時〜16時
●場所　�ライフサポートセンターHAPPYフレイ

ル予防スタジオ（志比田町7290）
ライフサポートセンターHAPPY（八反田）

　�☎090-2855-0482

保護ねこ・いぬ譲渡会
●日時　７/26㈰　10時〜15時
●場所　株式会社都城酒造HD事務所
　　　　（乙房町4113-1）
エムズガーデンはぴにゃんプロジェクト事務局　

（猿渡）　☎37-3392

大淀川こどもサミット大会　※要申し込み
●日時　８/２㈰　10時〜14時　※受付９時〜
●場所　せせらぎ水路公園（下沖水橋下河川敷）

都城大淀川サミット（立山）
�　☎090-7151-7314

杏カフェ主催事業　防災ワークショップ講座
【福祉現場の「不安」を見える化する～災害時に困
ることを考える～】
●日時　８/１㈯　13時〜14時30分
●場所　五十市地区公民館
【「できる備え」を増やしていく～地域と共に考え
る福祉防災～】
●日時　８/２㈰　10時〜11時30分
●場所　五十市地区公民館
�杏カフェ　公式ＬＩＮＥ

　�＠718iofcn

催

　し

講
座
・
教
室

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

刃
物
と
砥
石
の
基
礎
と
包
丁
の
研
ぎ

方
教
室（
全
２
回
）

◉
日
時
　
７
月
27
日
㈪
・
28
日
㈫
　
18
時

～
21
時
　
※
28
日
㈫
は
20
時
ま
で

◉
場
所
　
都
城
高
専

◉
対
象
・
定
員
　
市
民
　
10
人
　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◉
費
用
　
１
５
０
０
円

◉
持
参
物
　
包
丁
や
刃
物
３
～
４
本

７
月
14
日
㈫
ま
で
に
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
都
城

高
専
　
☎
47‒

１
３
０
６

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

◉
日
時
　
７
月
10
日
㈮

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
場
所

　都
城
保
健
所

◉
対
象
　
保
健
師
が
事
前
に
相
談
を
受

け
、
医
師
へ
の
相
談
が
必
要
と
判
断
し
た

人
　
※
家
族
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
も
可
　

◉
定
員
　
３
人
　
※
申
し
込
み
順

都
城
保
健
所
　
☎
23‒

４
５
０
４

公
証
相
談（
無
料
）

◉
日
時
　
７
月
25
日
㈯
、
８
月
15
日
㈯

　
　
　
　
９
時
～
17
時

◉
場
所
　
都
城
公
証
人
役
場（
前
田
町
）　

◉
内
容
　
遺
言
、相
続
、任
意
後
見
契
約
、

尊
厳
死
宣
言
、
死
後
事
務
委
任
契
約
、
金

銭
賃
借
契
約
、
離
婚
給
付
契
約
な
ど
の
公

正
証
書
作
成
に
関
す
る
相
談

※
要
申
し
込
み

都
城
公
証
人
役
場

　
　
☎
22‒

１
８
０
４

調
停
手
続
相
談
会（
無
料
）

　
裁
判
所
の
調
停
を
利
用
す
る
手
続
き
に

つ
い
て
、
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※�

既
に
訴
訟
、
調
停
に
な
って
い
る
案
件
は

不
可

◉
日
時
　
７
月
12
日
㈰
　
10
時
～
15
時

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
　

都
城
地
区
調
停
協
会
　

　
☎
23‒

４
１
３
１

令
和
８・９
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
の
定
期
受
け
付
け

　
市
が
発
注
す
る
物
品
・
役
務
の
競
争
入

札
に
参
加
希
望
す
る
人
は
、
申
請
方
法
な

ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
、
申
請

く
だ
さ
い
。

◉
受
付
期
間
　
７
月
31
日
㈮
ま
で
の
９
時

～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

◉
業
務
区
分
　

①�

物
品（
事
務
用
品
、
Ｏ
Ａ
機
器
、
薬
品
、

原
材
料
、
被
服
、
電
気
機
器
、
自
動
車
、

印
刷
な
ど
）

②�

役
務（
清
掃
、
警
備
、
施
設
管
理
、
設

備
保
守
点
検
、人
材
派
遣
、電
気
保
安
、

廃
棄
物
収
集
運
搬
な
ど
）

◉
有
効
期
間
　
10
月
１
日
～

令
和
10
年
９
月
30
日（
２
年

間
）契

約
課
　
①
☎
23‒

２
６
６
９

　
　
　
　
　
②
☎
23‒

２
６
７
９

都
市
計
画
変
更
の
説
明
会

◉
内
容
・
日
時
・
場
所

甲
斐
元
通
線（
甲
斐
元
町
）

７
／
23
㈭
　
19
時
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

鷹
尾
第
３
児
童
公
園（
南
鷹
尾
町
）

７
／
24
㈮
　
19
時
～

五
十
市
地
区
公
民
館

都
市
計
画
課
　
☎
23‒

２
７
６
２

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

共
通
試
験

◉
日
時
　
11
月
15
日
㈰
　
14
時
～
16
時

◉
場
所

　Ｊ
Ａ・Ａ
Ｚ
М
ホ
ー
ル
別
館（
宮

崎
市
霧
島
一
丁
目
）

◉
費
用

　６
千
円

下
水
道
課
で
配
布
す
る
申
込
書
に

記
入
し
、
７
月
16
日
㈭
～
24
日
㈮
に
同
課

☎
23‒

５
９
２
１

ふ
る
さ
と
納
税
振
興
協
議
会

ふ
る
さ
と
振
興
支
援
制
度
助
成
事
業

◉
対
象
　
市
内
に
住
所
を
置
く
個
人
、
団

体
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

◉
対
象
事
業
・
補
助
率

地
場
産
業
振
興
支
援
助
成
事
業

地
場
産
業
の
振
興
ま
た
は
地
場
産
品
を
活

用
し
た
新
商
品
開
発
な
ど
に
必
要
な
施
設
・

設
備
に
関
す
る
ハ
ー
ド
事
業
ま
た
は
、
こ

れ
ら
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
目
的
に
取
り
組
む
特

色
あ
る
ソ
フ
ト
事
業
　
３
／
４
以
内
　
上

限
１
０
０
万
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
助
成
事
業

住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
、
地
域
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
産
業
、

生
活
習
慣
な
ど
の
特
性
を
地
域
資
源
と
し

て
発
見
し
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
活
動
　

３
／
４
以
内
　
上
限
50
万
円

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
ふ
る
さ
と
納
税

振
興
協
議
会
　
☎
70‒

０
６
２
７

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

　
健
診
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
市
が
指

定
し
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
と「
道

の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
の
商
品
券
千
円

分
が
も
ら
え
ま
す
。

◉
定
員
　
２
５
０
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
申
込
期
間
　
令
和
９
年
３
月
１
日
㈪
ま
で

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

健
康
課
　
☎
23‒

２
７
６
５

都城夜間急病センターの適正受診に協力ください。
診療時間は19時～7時（受付18時45分～６時45分）

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、
母
子
・
父

子
等
医
療
費
受
給
資
格
証
お
よ
び
寡

婦
等
医
療
費
受
給
資
格
証
の
更
新

対
象
者
に
は
、
７
月
末
ま
で
に
案
内
文

書
を
送
付
し
ま
す
。

◉
受
付
期
間
　
８
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪

※�

令
和
７
年
中
の
所
得
を
未
申
告
の
人
は
、

先
に
申
告
が
必
要
で
す

こ
ど
も
政
策
課
　
☎
23‒

２
６
８
４

介
護
の
担
い
手
体
験
事
業（
無
料
）

◉
対
象
　
55
歳
以
上
の
市
民
　

※
資
格
・
経
験
不
要

◉
期
間
　
最
大
３
日
間
　

※
１
日
あ
た
り
３
～
５
時
間

◉
場
所
　
市
内
の
受
け
入
れ
施
設

令
和
９
年
１
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
で
き
る
申
請
書
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
社
会
福

祉
協
議
会
長
寿
社
会
推
進
セ

ン
タ
ー（
〒
880‒

８
５
１
５
　

宮
崎
市
原
町
２‒

22
）

☎
０
９
８
５‒

31‒

９
６
３
０
　

FAX
０
９
８
５‒

31‒

９
６
６
５

ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
協

力
く
だ
さ
い

対
象
者
に
調
査
票
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。届
い
た
人
は
、
７
月
16
日
㈭
ま
で
の

回
答
に
協
力
く
だ
さ
い
。
　

秘
書
広
報
課
　
☎
23‒

３
１
７
４

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

◉
対
象
　
要
介
護
１
～
５
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
状
態
の
65
歳
以
上
の
人
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65
歳
以
上
で
身
体

障
害
者
手
帳
２
級
の
人
の
う
ち
、
身
体
の

障
が
い
や
傷
病
な
ど
の
理
由
で
、
本
人
ま

た
は
同
居
家
族
に
よ
る
寝
具
の
衛
生
管
理

が
困
難
な
人

※
入
院
・
施
設
入
所
を
除
く

◉
利
用
料
　
１
回
当
た
り
４
０
０
円

◉
対
象
物
　
掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布

（
各
１
点
）

◉
寝
具
の
回
収
日
　
９
月
７
日
㈪
・
８
日

㈫（
予
備
日
：
９
月
９
日
㈬
）

※�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
寝
具
の
配
達
は
、

回
収
日
か
ら
約
１
週
間
後

◉
回
収
時
準
備
す
る
も
の
　
利
用
料
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
も
の

◉
そ
の
他
　
回
収
や
配
達
は
市
の
委
託
業

者
が
行
い
ま
す
。回
収
日
時
は
、
回
収
日

の
１
週
間
前
ま
で
に
申
請
者
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。回
収
・
配
達
時
に
は
必
ず
本

人
、
家
族
ま
た
は
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

が
立
ち
合
っ
て
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
順
。予
算
額
内
で
終
了

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
福
祉

課
、
各
総
合
支
所
地
域
生
活

課
窓
口
ま
た
は
ぴ
っ
た
り
サ

ー
ビ
ス
か
ら
申
し
込
み

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可

福
祉
課
　
☎
23‒

３
１
０
２

８
月
の
巡
回
が
ん
検
診（
要
予
約
）

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象
　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
奇
数
年
生

ま
れ
の
女
性
、
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者
　
※
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

８
／
３
㈪
①
山
之
口
総
合
セ
ン
タ
ー

③
祝
吉
地
区
公
民
館

８
／
28
㈮
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
受
付
時
間
　
①
９
時
30
分
～
11
時
20

分
、
②
13
時
～
15
時
20
分
、
③
13
時
30
分

～
15
時
50
分

◉
定
員
　
①
24
人
、②
③
30
人

◉
検
診
料
　
２
千
円

【
①
胃
が
ん
検
診
、
②
特
定
・
後
期
高
齢
者

健
診
、③
肺
が
ん
検
診
、④
大
腸
が
ん
検
診
】

◉
対
象
　
40
歳
以
上
の
市
民

※�

①
②
は
申
し
込
み
順
。③
は
同
日
に
①

②
を
受
診
し
な
い
人
は
要
申
し
込
み
。

④
は
申
し
込
み
不
要
。②
は
国
保
加
入

者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
が
対
象

◉
日
程
・
場
所

８
／
30
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
受
付
時
間
　
９
時
30
分
～
10
時
30
分

◉
定
員
　
①
35
人
、
②
45
人
、
③
60
人
、

④
な
し

◉
検
診
料
　
①
１
４
０
０
円
、②
③
無
料
、

④
５
０
０
円

予
約
フ
ォ
ー
ム
、電
話

ま
た
は
健
康
課
窓
口

☎
23‒

２
７
６
５

介
護
保
険
料
の
納
付

【
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
の
人（
普
通

徴
収
）】

　
令
和
８
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

を
７
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
期
日

ま
で
に
納
付
く
だ
さ
い
。

　
便
利
な
口
座
振
替
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ま
た
は
金
融
機
関
の
窓
口
で
申
し
込
み

で
き
ま
す
。口
座
振
替
開
始
月
は
、
申
し

込
み
方
法
や
時
期
で
異
な
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
後
に
届
く
口
座
振
替
開
始
通
知

書
を
確
認
く
だ
さ
い
。

【
年
金
差
し
引
き
の
人（
特
別
徴
収
）】

　
令
和
８
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

兼
特
別
徴
収
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。保
険
料
額
の
変
更
に
よ
り
、４・

６・８
月
と
10
・
12
・
２
月
の
保
険
料
の
差

が
大
き
く
な
る
場
合
、
10
月
以
降
の
保
険

料
の
差
し
引
き
が
均
等
に
な
る
よ
う
、
８

月
以
降
の
保
険
料
で
調
整
し
ま
す
。

【
減
免
制
度
】

　
65
歳
以
上
で
収
入
が
少
な
い
人
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。な
お
、
毎
年
手
続
き
が
必

要
で
す
。

◉
受
け
付
け
　
８
月
３
日
㈪
～
令
和
９
年

４
月
30
日
㈮
に
介
護
保
険
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
生
活
課

※
対
象
者
や
減
免
額
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

介
護
保
険
課
　
☎
23‒

２
５
９
６

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

相

　談

2627 Miyakonojo City Public Relations   2026.7 広報 都城 令和８年７月号



I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

27 Miyakonojo City Public Relations   2026.7

I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

刃
物
と
砥
石
の
基
礎
と
包
丁
の
研
ぎ

方
教
室（
全
２
回
）

◉
日
時
　
７
月
27
日
㈪
・
28
日
㈫
　
18
時

～
21
時
　
※
28
日
㈫
は
20
時
ま
で

◉
場
所
　
都
城
高
専

◉
対
象
・
定
員
　
市
民
　
10
人
　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◉
費
用
　
１
５
０
０
円

◉
持
参
物
　
包
丁
や
刃
物
３
～
４
本

７
月
14
日
㈫
ま
で
に
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
都
城

高
専
　
☎
47‒

１
３
０
６

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

◉
日
時
　
７
月
10
日
㈮

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
場
所

　都
城
保
健
所

◉
対
象
　
保
健
師
が
事
前
に
相
談
を
受

け
、
医
師
へ
の
相
談
が
必
要
と
判
断
し
た

人
　
※
家
族
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
も
可
　

◉
定
員
　
３
人
　
※
申
し
込
み
順

都
城
保
健
所
　
☎
23‒

４
５
０
４

公
証
相
談（
無
料
）

◉
日
時
　
７
月
25
日
㈯
、
８
月
15
日
㈯

　
　
　
　
９
時
～
17
時

◉
場
所
　
都
城
公
証
人
役
場（
前
田
町
）　

◉
内
容
　
遺
言
、相
続
、任
意
後
見
契
約
、

尊
厳
死
宣
言
、
死
後
事
務
委
任
契
約
、
金

銭
賃
借
契
約
、
離
婚
給
付
契
約
な
ど
の
公

正
証
書
作
成
に
関
す
る
相
談

※
要
申
し
込
み

都
城
公
証
人
役
場

　
　
☎
22‒

１
８
０
４

調
停
手
続
相
談
会（
無
料
）

　
裁
判
所
の
調
停
を
利
用
す
る
手
続
き
に

つ
い
て
、
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※�

既
に
訴
訟
、
調
停
に
な
って
い
る
案
件
は

不
可

◉
日
時
　
７
月
12
日
㈰
　
10
時
～
15
時

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
　

都
城
地
区
調
停
協
会
　

　
☎
23‒

４
１
３
１

令
和
８・９
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
の
定
期
受
け
付
け

　
市
が
発
注
す
る
物
品
・
役
務
の
競
争
入

札
に
参
加
希
望
す
る
人
は
、
申
請
方
法
な

ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
、
申
請

く
だ
さ
い
。

◉
受
付
期
間
　
７
月
31
日
㈮
ま
で
の
９
時

～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

◉
業
務
区
分
　

①�

物
品（
事
務
用
品
、
Ｏ
Ａ
機
器
、
薬
品
、

原
材
料
、
被
服
、
電
気
機
器
、
自
動
車
、

印
刷
な
ど
）

②�

役
務（
清
掃
、
警
備
、
施
設
管
理
、
設

備
保
守
点
検
、人
材
派
遣
、電
気
保
安
、

廃
棄
物
収
集
運
搬
な
ど
）

◉
有
効
期
間
　
10
月
１
日
～

令
和
10
年
９
月
30
日（
２
年

間
）契

約
課
　
①
☎
23‒

２
６
６
９

　
　
　
　
　
②
☎
23‒

２
６
７
９

都
市
計
画
変
更
の
説
明
会

◉
内
容
・
日
時
・
場
所

甲
斐
元
通
線（
甲
斐
元
町
）

７
／
23
㈭
　
19
時
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

鷹
尾
第
３
児
童
公
園（
南
鷹
尾
町
）

７
／
24
㈮
　
19
時
～

五
十
市
地
区
公
民
館

都
市
計
画
課
　
☎
23‒

２
７
６
２

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

共
通
試
験

◉
日
時
　
11
月
15
日
㈰
　
14
時
～
16
時

◉
場
所

　Ｊ
Ａ・Ａ
Ｚ
М
ホ
ー
ル
別
館（
宮

崎
市
霧
島
一
丁
目
）

◉
費
用

　６
千
円

下
水
道
課
で
配
布
す
る
申
込
書
に

記
入
し
、
７
月
16
日
㈭
～
24
日
㈮
に
同
課

☎
23‒

５
９
２
１

ふ
る
さ
と
納
税
振
興
協
議
会

ふ
る
さ
と
振
興
支
援
制
度
助
成
事
業

◉
対
象
　
市
内
に
住
所
を
置
く
個
人
、
団

体
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

◉
対
象
事
業
・
補
助
率

地
場
産
業
振
興
支
援
助
成
事
業

地
場
産
業
の
振
興
ま
た
は
地
場
産
品
を
活

用
し
た
新
商
品
開
発
な
ど
に
必
要
な
施
設
・

設
備
に
関
す
る
ハ
ー
ド
事
業
ま
た
は
、
こ

れ
ら
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
目
的
に
取
り
組
む
特

色
あ
る
ソ
フ
ト
事
業
　
３
／
４
以
内
　
上

限
１
０
０
万
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
助
成
事
業

住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
、
地
域
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
産
業
、

生
活
習
慣
な
ど
の
特
性
を
地
域
資
源
と
し

て
発
見
し
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
活
動
　

３
／
４
以
内
　
上
限
50
万
円

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
ふ
る
さ
と
納
税

振
興
協
議
会
　
☎
70‒

０
６
２
７

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

　
健
診
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
市
が
指

定
し
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
と「
道

の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
の
商
品
券
千
円

分
が
も
ら
え
ま
す
。

◉
定
員
　
２
５
０
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
申
込
期
間
　
令
和
９
年
３
月
１
日
㈪
ま
で

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

健
康
課
　
☎
23‒

２
７
６
５

都城夜間急病センターの適正受診に協力ください。
診療時間は19時～7時（受付18時45分～６時45分）

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、
母
子
・
父

子
等
医
療
費
受
給
資
格
証
お
よ
び
寡

婦
等
医
療
費
受
給
資
格
証
の
更
新

対
象
者
に
は
、
７
月
末
ま
で
に
案
内
文

書
を
送
付
し
ま
す
。

◉
受
付
期
間
　
８
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪

※�

令
和
７
年
中
の
所
得
を
未
申
告
の
人
は
、

先
に
申
告
が
必
要
で
す

こ
ど
も
政
策
課
　
☎
23‒
２
６
８
４

介
護
の
担
い
手
体
験
事
業（
無
料
）

◉
対
象
　
55
歳
以
上
の
市
民
　

※
資
格
・
経
験
不
要

◉
期
間
　
最
大
３
日
間
　

※
１
日
あ
た
り
３
～
５
時
間

◉
場
所
　
市
内
の
受
け
入
れ
施
設

令
和
９
年
１
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
で
き
る
申
請
書
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
社
会
福

祉
協
議
会
長
寿
社
会
推
進
セ

ン
タ
ー（
〒
880‒

８
５
１
５
　

宮
崎
市
原
町
２‒

22
）

☎
０
９
８
５‒

31‒

９
６
３
０
　

FAX
０
９
８
５‒

31‒

９
６
６
５

ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
協

力
く
だ
さ
い

対
象
者
に
調
査
票
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。届
い
た
人
は
、
７
月
16
日
㈭
ま
で
の

回
答
に
協
力
く
だ
さ
い
。
　

秘
書
広
報
課
　
☎
23‒

３
１
７
４

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

◉
対
象
　
要
介
護
１
～
５
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
状
態
の
65
歳
以
上
の
人
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65
歳
以
上
で
身
体

障
害
者
手
帳
２
級
の
人
の
う
ち
、
身
体
の

障
が
い
や
傷
病
な
ど
の
理
由
で
、
本
人
ま

た
は
同
居
家
族
に
よ
る
寝
具
の
衛
生
管
理

が
困
難
な
人

※
入
院
・
施
設
入
所
を
除
く

◉
利
用
料
　
１
回
当
た
り
４
０
０
円

◉
対
象
物
　
掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布

（
各
１
点
）

◉
寝
具
の
回
収
日
　
９
月
７
日
㈪
・
８
日

㈫（
予
備
日
：
９
月
９
日
㈬
）

※�
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
寝
具
の
配
達
は
、

回
収
日
か
ら
約
１
週
間
後

◉
回
収
時
準
備
す
る
も
の
　
利
用
料
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
も
の

◉
そ
の
他
　
回
収
や
配
達
は
市
の
委
託
業

者
が
行
い
ま
す
。回
収
日
時
は
、
回
収
日

の
１
週
間
前
ま
で
に
申
請
者
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。回
収
・
配
達
時
に
は
必
ず
本

人
、
家
族
ま
た
は
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

が
立
ち
合
っ
て
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
順
。予
算
額
内
で
終
了

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
福
祉

課
、
各
総
合
支
所
地
域
生
活

課
窓
口
ま
た
は
ぴ
っ
た
り
サ

ー
ビ
ス
か
ら
申
し
込
み

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可

福
祉
課
　
☎
23‒

３
１
０
２

８
月
の
巡
回
が
ん
検
診（
要
予
約
）

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象
　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
奇
数
年
生

ま
れ
の
女
性
、
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者
　
※
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

８
／
３
㈪
①
山
之
口
総
合
セ
ン
タ
ー

③
祝
吉
地
区
公
民
館

８
／
28
㈮
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
受
付
時
間
　
①
９
時
30
分
～
11
時
20

分
、
②
13
時
～
15
時
20
分
、
③
13
時
30
分

～
15
時
50
分

◉
定
員
　
①
24
人
、②
③
30
人

◉
検
診
料
　
２
千
円

【
①
胃
が
ん
検
診
、
②
特
定
・
後
期
高
齢
者

健
診
、③
肺
が
ん
検
診
、④
大
腸
が
ん
検
診
】

◉
対
象
　
40
歳
以
上
の
市
民

※�

①
②
は
申
し
込
み
順
。③
は
同
日
に
①

②
を
受
診
し
な
い
人
は
要
申
し
込
み
。

④
は
申
し
込
み
不
要
。②
は
国
保
加
入

者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
が
対
象

◉
日
程
・
場
所

８
／
30
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
受
付
時
間
　
９
時
30
分
～
10
時
30
分

◉
定
員
　
①
35
人
、
②
45
人
、
③
60
人
、

④
な
し

◉
検
診
料
　
①
１
４
０
０
円
、②
③
無
料
、

④
５
０
０
円

予
約
フ
ォ
ー
ム
、電
話

ま
た
は
健
康
課
窓
口

☎
23‒

２
７
６
５

介
護
保
険
料
の
納
付

【
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
の
人（
普
通

徴
収
）】

　
令
和
８
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

を
７
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
期
日

ま
で
に
納
付
く
だ
さ
い
。

　
便
利
な
口
座
振
替
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ま
た
は
金
融
機
関
の
窓
口
で
申
し
込
み

で
き
ま
す
。口
座
振
替
開
始
月
は
、
申
し

込
み
方
法
や
時
期
で
異
な
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
後
に
届
く
口
座
振
替
開
始
通
知

書
を
確
認
く
だ
さ
い
。

【
年
金
差
し
引
き
の
人（
特
別
徴
収
）】

　
令
和
８
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

兼
特
別
徴
収
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。保
険
料
額
の
変
更
に
よ
り
、４・

６・８
月
と
10
・
12
・
２
月
の
保
険
料
の
差

が
大
き
く
な
る
場
合
、
10
月
以
降
の
保
険

料
の
差
し
引
き
が
均
等
に
な
る
よ
う
、
８

月
以
降
の
保
険
料
で
調
整
し
ま
す
。

【
減
免
制
度
】

　
65
歳
以
上
で
収
入
が
少
な
い
人
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。な
お
、
毎
年
手
続
き
が
必

要
で
す
。

◉
受
け
付
け
　
８
月
３
日
㈪
～
令
和
９
年

４
月
30
日
㈮
に
介
護
保
険
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
生
活
課

※
対
象
者
や
減
免
額
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

介
護
保
険
課
　
☎
23‒

２
５
９
６

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

相

　談
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

お
知
ら
せ

月日 医療機関名 町名 電話番号

７/26
㈰

仮屋医院（内・小） 上水流町 36-0521
藤元上町病院（内） 上 町 23-4000
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 25-9031
山路医院（外・内） 山田町 64-3133
都城明生病院�（泌） 金田町 38-1120
西元眼科医院 中原町 25-8888
土持歯科医院 上川東 25-8148

８/２
㈰

沖水こどもクリニック 太郎坊町 27-5656
坂元循環器内科医院� 宮丸町 57-9933
佐々木医院�（内） 高崎町 62-1103
吉松病院�（外・整） 蔵原町 25-1500
池之上整形外科（整・リハ・リウ） 上川東 23-2311
いわよし耳鼻咽喉科クリニック 千 町 36-5555
時任歯科医院 鷹 尾 24-7474

８/９
㈰

たけしたこども医院 三股町 51-0005
野辺医院�（内・胃） 上 町 22-0153
やまさき医院�（内） 都原町 25-7780
まつもと心臓血管外科クリニック
（循外・内） 東 町 36-8926

いのまた整形外科クリニック� 五十町 36-6272
野田医院�（産・婦） 蔵原町 24-8553
トキワ歯科医院 野々美谷町 36-0551

８/11
㈫

山内小児科医院 上 町 22-0048
ベテスダクリニック�（内） 年見町 22-1700
海老原内科 山田町 64-1211
柳田病院�（外） 東 町 22-4862
いき形成外科ひふ科クリニック� 年見町 45-0020
たき心療内科クリニック
（心内・精・神内） 若葉町 46-9191

ときわ歯科医院 平塚町 21-1588

月日 医療機関名 町名 電話番号

８/13
㈭

原田医院�（内・小・外） 郡元町 26-3330
宮永病院�（内・胃・外） 松元町 22-2015
しばた泌尿器科・内科 鷹 尾 22-7111
とまり内科外科胃腸科医院 三股町 52-1135
寺本整形外科医院 北原町 22-1171
やの耳鼻咽喉科 吉尾町 27-5222
安楽歯科医院 年見町 24-1527

８/14
㈮

MKクリニック�（小） 早鈴町 51-6777
松山医院�（内・呼・リウ） 上川東 24-1046
鵜木循環器内科医院 花繰町 26-0008
安藤胃腸科外科医院
（消・外・内） 豊満町 39-2226

橘病院�（整） 中 町 0570-
01-7236

いそいち産婦人科医院 平塚町 22-4585
田中歯科医院 早鈴町 25-6677

８/15
㈯

ふくしまクリニック�（内・消・小） 下川東 46-5001
長倉医院�（内） 三股町 52-2109
大橋クリニック�（内・消・リハ） 庄内町 37-0539
はまだクリニック（外・胃・肛） 祝吉町 45-2266
横山病院�（泌・消） 都島町 22-2806
ふたみ眼科 都北町 38-5532
三股歯科 三股町 52-5221

８/16
㈰

児玉小児科 花繰町 25-5570
有川呼吸器内科医院 上川東 24-6677
都城在宅医療クリニック�（内） 南横市町 58-9808
宗正病院�（外） 八幡町 22-4380
もちお蛯原医院�（整・形） 蓑原町 21-5355
小山田眼科医院 松元町 22-0710
とだか歯科医院 鷹 尾 21-3618

７/26㈰ そうごう志和池（上水流町）、
ひまわり都城上町、そうごう山田、中原町

８/２㈰ 沖水（太郎坊町）、アート（宮丸町）、上町おおた、
チェロ（上川東）、いわよし（千町）

８/９㈰ みまたファミリー、あい上町、そうごう都原、
アウルズ東町、ひなた五十市（五十町）

８/11㈫
上町おおた、ファーマライズ都城（年見町）、
東原（山田町）、MIKATA東町、
トリム都城（年見町）、わかば（上東町）

８/13㈭ 白山（郡元町）、プリマリー（牟田町）、
大光（三股町）、ケーアイ都城（吉尾町）

８/14㈮ 早鈴マリンバ、ふれあい川東、リブ（安久町）、
さわやか（花繰町）、オレンジ（中町）

８/15㈯ そうごう三股仲町、ふれあい庄内、
そうごうたかお南（都島町）、都北町

８/16㈰
はなぐり、そうごう上川東、MIKATA東町、
都城ドライブスルー（祝吉町）、
セイシェル都城（松元町）、くじら（南横市町）

医療情報ネット

●休日当番薬局　※（　）内は町名

※診療機関は変更することがあります
　詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

休日急病診療機関 ◎�医療情報ネット（ナビイ）
も利用ください◦診療時間　9：00～18：00　※歯科は17：00まで

自治公民館に加入しましょう！

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
へ
の
補
償

金
支
給
制
度

　「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る

補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
元
患
者
の
家
族
を
対
象
に
補
償
金

を
支
給
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◉
請
求
期
限
　
令
和
11
年
11
月
21
日
㈬

平
日
の
10
時
～
16
時
に
電
話
で
厚
生

労
働
省
補
償
金
相
談
窓
口

☎
03‒

３
５
９
５‒

２
２
６
２

国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
と
納
付
猶
予

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
本

人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
応

じ
、
保
険
料
が
免
除
や
納
付
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
適
用
期
間
は
、

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、
未

納
で
い
る
よ
り
も
受
給
が
有
利
で
す
。

　
令
和
８
年
度
の
免
除
対
象
期
間
は
、
令

和
９
年
６
月
分
ま
で
。
過
去

分
の
申
請
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

保
険
年
金
課
　
☎
23‒

２
６
２
９

　
都
城
年
金
事
務
所
　
☎
23‒

２
５
７
１

無
人
ヘ
リ
農
薬
散
布

水
稲
と
大
豆
作
付
農
地
に
農
薬
を
散
布

し
ま
す
。
ヘ
リ
が
近
く
を
飛
ん
で
い
る
と

き
は
窓
を
閉
め
、
洗
濯
物
の
取
り
込
み
に

協
力
く
だ
さ
い
。
農
薬
が
体
に
か
か
っ
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
せ
っ
け
ん
を

使
っ
て
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

※
天
候
に
よ
り
日
程
変
更
の
場
合
あ
り
。

散
布
地
付
近
で
養
蜂
や
有
機
農
作
物
な

ど
を
栽
培
し
て
い
る
人
は
、
連
絡
く
だ

さ
い

◉
地
域
別
実
施
日
程

姫
城

五
十
市

祝
吉

７
／
30
㈭
、８
／
31
㈪

沖
水

８
／
１
㈯
～
５
㈬

９
／
１
㈫
～
５
㈯

（
大
豆
）８
月
下
旬
、９
月
下
旬

志
和
池
７
／
28
㈫
、８
／
27
㈭
、９
／
17
㈭

庄
内

７
／
23
㈭
、８
／
24
㈪

西
岳

７
／
16
㈭
、８
／
18
㈫
・
19
㈬

梅
北

７
／
27
㈪
、８
／
26
㈬

安
久

７
／
27
㈪
、８
／
26
㈬

石
原
・
尾
平
野
：
７
／
22
㈬
、

８
／
22
㈯

山
之
口
７
／
24
㈮
、８
／
25
㈫

高
城

７
／
31
㈮
、８
／
１
㈯

９
／
１
㈫
・
２
㈬

有
水
・
四
家
：
７
／
22
㈬
、

８
／
22
㈯

山
田

７
／
17
㈮
、８
／
20
㈭

（
大
豆
）９
月
中
旬

高
崎

７
／
21
㈫
・
22
㈬
、

８
／
21
㈮
・
22
㈯

◉
散
布
時
間
　
６
時
～
17
時

都
城
地
区
無
人
ヘ
リ
防
除
協
議
会
事
務

局
　
☎
22‒

１
１
０
７

７
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間
で
す

飲
酒
運
転
が
多
発
し
て
い
ま
す

都
城
警
察
署
管
内
は
県
内
で
も
特
に
飲

酒
運
転
検
挙
者
が
多
い
地
域
で
、
過
去
15

年
間
で
常
に
ワ
ー
ス
ト
３
位
以
内
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
管
内
に
お
け
る
昨
年
の
検

挙
者
数
は
98
件
に
上
り
、
前
年
よ
り
30
件

以
上
増
加
し
た
ほ
か
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

交
通
死
亡
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。
通
報

が
あ
っ
て
も
発
見
に
至
ら
な
い
場
合
も
あ

る
た
め
、
実
際
の
飲
酒
運
転
者
数
は
さ
ら

に
多
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

身
近
に
潜
む
飲
酒
運
転

曜
日
や
場
所
、
時
間
帯
な
ど
に
関
係
な

く
飲
酒
運
転
の
検
挙
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
過
去
に
は
、
追
突
事
故
で
追
突
さ

れ
た
側
の
運
転
手

が
飲
酒
し
て
い
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
飲
酒
運
転

の
車
は
、
私
た
ち

が
考
え
て
い
る
以

上
に
身
近
な
と
こ

ろ
に
潜
ん
で
い
ま

す
。 「

自
分
は
大
丈
夫
」そ
の
油
断
が
重
大
な
事
故
に
直
結
し
ま
す
。
一
人
一
人
が「
絶
対
に

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
23
－
７
１
８
３

飲
酒
運
転
は「
犯
罪
」で
す
！

検
挙
さ
れ
た
人
の
多
く
が「
大
丈
夫
だ

と
思
っ
た
」
と
口
に
し
ま
す
が
、
飲
酒
運

転
は
犯
罪
で
す
。
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
良

い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
良
い
と
い

う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
が
認
め

ら
れ
て
い
る
大
人
だ
か
ら
こ
そ
、
責
任
あ

る
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
飲
酒
運
転
を

目
撃
し
た
際
は
、
通
報
す
る
勇
気
を
持
つ

こ
と
で
相
手
や
誰
か
の
命
を
救
う
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
根
絶
に
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
取
り
組
む

事
業
所
や
飲
食
店
を「
飲
酒
運
転
根
絶
宣

言
事
業
所
・
宣
言
店
」
に
認
定
し
、
認
定

証
や
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い
。
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

お
知
ら
せ

月日 医療機関名 町名 電話番号

７/26
㈰

仮屋医院（内・小） 上水流町 36-0521
藤元上町病院（内） 上 町 23-4000
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 25-9031
山路医院（外・内） 山田町 64-3133
都城明生病院�（泌） 金田町 38-1120
西元眼科医院 中原町 25-8888
土持歯科医院 上川東 25-8148

８/２
㈰

沖水こどもクリニック 太郎坊町 27-5656
坂元循環器内科医院� 宮丸町 57-9933
佐々木医院�（内） 高崎町 62-1103
吉松病院�（外・整） 蔵原町 25-1500
池之上整形外科（整・リハ・リウ） 上川東 23-2311
いわよし耳鼻咽喉科クリニック 千 町 36-5555
時任歯科医院 鷹 尾 24-7474

８/９
㈰

たけしたこども医院 三股町 51-0005
野辺医院�（内・胃） 上 町 22-0153
やまさき医院�（内） 都原町 25-7780
まつもと心臓血管外科クリニック
（循外・内） 東 町 36-8926

いのまた整形外科クリニック� 五十町 36-6272
野田医院�（産・婦） 蔵原町 24-8553
トキワ歯科医院 野々美谷町 36-0551

８/11
㈫

山内小児科医院 上 町 22-0048
ベテスダクリニック�（内） 年見町 22-1700
海老原内科 山田町 64-1211
柳田病院�（外） 東 町 22-4862
いき形成外科ひふ科クリニック� 年見町 45-0020
たき心療内科クリニック
（心内・精・神内） 若葉町 46-9191

ときわ歯科医院 平塚町 21-1588

月日 医療機関名 町名 電話番号

８/13
㈭

原田医院�（内・小・外） 郡元町 26-3330
宮永病院�（内・胃・外） 松元町 22-2015
しばた泌尿器科・内科 鷹 尾 22-7111
とまり内科外科胃腸科医院 三股町 52-1135
寺本整形外科医院 北原町 22-1171
やの耳鼻咽喉科 吉尾町 27-5222
安楽歯科医院 年見町 24-1527

８/14
㈮

MKクリニック�（小） 早鈴町 51-6777
松山医院�（内・呼・リウ） 上川東 24-1046
鵜木循環器内科医院 花繰町 26-0008
安藤胃腸科外科医院
（消・外・内） 豊満町 39-2226

橘病院�（整） 中 町 0570-
01-7236

いそいち産婦人科医院 平塚町 22-4585
田中歯科医院 早鈴町 25-6677

８/15
㈯

ふくしまクリニック�（内・消・小） 下川東 46-5001
長倉医院�（内） 三股町 52-2109
大橋クリニック�（内・消・リハ） 庄内町 37-0539
はまだクリニック（外・胃・肛） 祝吉町 45-2266
横山病院�（泌・消） 都島町 22-2806
ふたみ眼科 都北町 38-5532
三股歯科 三股町 52-5221

８/16
㈰

児玉小児科 花繰町 25-5570
有川呼吸器内科医院 上川東 24-6677
都城在宅医療クリニック�（内） 南横市町 58-9808
宗正病院�（外） 八幡町 22-4380
もちお蛯原医院�（整・形） 蓑原町 21-5355
小山田眼科医院 松元町 22-0710
とだか歯科医院 鷹 尾 21-3618

７/26㈰ そうごう志和池（上水流町）、
ひまわり都城上町、そうごう山田、中原町

８/２㈰ 沖水（太郎坊町）、アート（宮丸町）、上町おおた、
チェロ（上川東）、いわよし（千町）

８/９㈰ みまたファミリー、あい上町、そうごう都原、
アウルズ東町、ひなた五十市（五十町）

８/11㈫
上町おおた、ファーマライズ都城（年見町）、
東原（山田町）、MIKATA東町、
トリム都城（年見町）、わかば（上東町）

８/13㈭ 白山（郡元町）、プリマリー（牟田町）、
大光（三股町）、ケーアイ都城（吉尾町）

８/14㈮ 早鈴マリンバ、ふれあい川東、リブ（安久町）、
さわやか（花繰町）、オレンジ（中町）

８/15㈯ そうごう三股仲町、ふれあい庄内、
そうごうたかお南（都島町）、都北町

８/16㈰
はなぐり、そうごう上川東、MIKATA東町、
都城ドライブスルー（祝吉町）、
セイシェル都城（松元町）、くじら（南横市町）

医療情報ネット

●休日当番薬局　※（　）内は町名

※診療機関は変更することがあります
　詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

休日急病診療機関 ◎�医療情報ネット（ナビイ）
も利用ください◦診療時間　9：00～18：00　※歯科は17：00まで

自治公民館に加入しましょう！

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
へ
の
補
償

金
支
給
制
度

　「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る

補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
元
患
者
の
家
族
を
対
象
に
補
償
金

を
支
給
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◉
請
求
期
限
　
令
和
11
年
11
月
21
日
㈬

平
日
の
10
時
～
16
時
に
電
話
で
厚
生

労
働
省
補
償
金
相
談
窓
口

☎
03‒

３
５
９
５‒

２
２
６
２

国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
と
納
付
猶
予

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
本

人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
応

じ
、
保
険
料
が
免
除
や
納
付
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
適
用
期
間
は
、

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、
未

納
で
い
る
よ
り
も
受
給
が
有
利
で
す
。

　
令
和
８
年
度
の
免
除
対
象
期
間
は
、
令

和
９
年
６
月
分
ま
で
。
過
去

分
の
申
請
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

保
険
年
金
課
　
☎
23‒

２
６
２
９

　
都
城
年
金
事
務
所
　
☎
23‒

２
５
７
１

無
人
ヘ
リ
農
薬
散
布

水
稲
と
大
豆
作
付
農
地
に
農
薬
を
散
布

し
ま
す
。
ヘ
リ
が
近
く
を
飛
ん
で
い
る
と

き
は
窓
を
閉
め
、
洗
濯
物
の
取
り
込
み
に

協
力
く
だ
さ
い
。
農
薬
が
体
に
か
か
っ
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
せ
っ
け
ん
を

使
っ
て
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

※
天
候
に
よ
り
日
程
変
更
の
場
合
あ
り
。

散
布
地
付
近
で
養
蜂
や
有
機
農
作
物
な

ど
を
栽
培
し
て
い
る
人
は
、
連
絡
く
だ

さ
い

◉
地
域
別
実
施
日
程

姫
城

五
十
市

祝
吉

７
／
30
㈭
、８
／
31
㈪

沖
水

８
／
１
㈯
～
５
㈬

９
／
１
㈫
～
５
㈯

（
大
豆
）８
月
下
旬
、９
月
下
旬

志
和
池
７
／
28
㈫
、８
／
27
㈭
、９
／
17
㈭

庄
内

７
／
23
㈭
、８
／
24
㈪

西
岳

７
／
16
㈭
、８
／
18
㈫
・
19
㈬

梅
北

７
／
27
㈪
、８
／
26
㈬

安
久

７
／
27
㈪
、８
／
26
㈬

石
原
・
尾
平
野
：
７
／
22
㈬
、

８
／
22
㈯

山
之
口
７
／
24
㈮
、８
／
25
㈫

高
城

７
／
31
㈮
、８
／
１
㈯

９
／
１
㈫
・
２
㈬

有
水
・
四
家
：
７
／
22
㈬
、

８
／
22
㈯

山
田

７
／
17
㈮
、８
／
20
㈭

（
大
豆
）９
月
中
旬

高
崎

７
／
21
㈫
・
22
㈬
、

８
／
21
㈮
・
22
㈯

◉
散
布
時
間
　
６
時
～
17
時

都
城
地
区
無
人
ヘ
リ
防
除
協
議
会
事
務

局
　
☎
22‒

１
１
０
７

７
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間
で
す

飲
酒
運
転
が
多
発
し
て
い
ま
す

都
城
警
察
署
管
内
は
県
内
で
も
特
に
飲

酒
運
転
検
挙
者
が
多
い
地
域
で
、
過
去
15

年
間
で
常
に
ワ
ー
ス
ト
３
位
以
内
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
管
内
に
お
け
る
昨
年
の
検

挙
者
数
は
98
件
に
上
り
、
前
年
よ
り
30
件

以
上
増
加
し
た
ほ
か
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

交
通
死
亡
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。
通
報

が
あ
っ
て
も
発
見
に
至
ら
な
い
場
合
も
あ

る
た
め
、
実
際
の
飲
酒
運
転
者
数
は
さ
ら

に
多
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

身
近
に
潜
む
飲
酒
運
転

曜
日
や
場
所
、
時
間
帯
な
ど
に
関
係
な

く
飲
酒
運
転
の
検
挙
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
過
去
に
は
、
追
突
事
故
で
追
突
さ

れ
た
側
の
運
転
手

が
飲
酒
し
て
い
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
飲
酒
運
転

の
車
は
、
私
た
ち

が
考
え
て
い
る
以

上
に
身
近
な
と
こ

ろ
に
潜
ん
で
い
ま

す
。 「

自
分
は
大
丈
夫
」そ
の
油
断
が
重
大
な
事
故
に
直
結
し
ま
す
。
一
人
一
人
が「
絶
対
に

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
23
－
７
１
８
３

飲
酒
運
転
は「
犯
罪
」で
す
！

検
挙
さ
れ
た
人
の
多
く
が「
大
丈
夫
だ

と
思
っ
た
」
と
口
に
し
ま
す
が
、
飲
酒
運

転
は
犯
罪
で
す
。
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
良

い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
良
い
と
い

う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
が
認
め

ら
れ
て
い
る
大
人
だ
か
ら
こ
そ
、
責
任
あ

る
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
飲
酒
運
転
を

目
撃
し
た
際
は
、
通
報
す
る
勇
気
を
持
つ

こ
と
で
相
手
や
誰
か
の
命
を
救
う
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
根
絶
に
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
取
り
組
む

事
業
所
や
飲
食
店
を「
飲
酒
運
転
根
絶
宣

言
事
業
所
・
宣
言
店
」
に
認
定
し
、
認
定

証
や
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い
。
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早
期
発
見
・
早
期
治
療
！

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
世
界

的
な
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
ま
ん
延
防
止
や

患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の

解
消
、
感
染
予
防
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
７
月
28
日
を
世
界
肝
炎

デ
ー
と
定
め
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
・
Ｅ
型
な
ど
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
っ
て
起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。

中
で
も
Ｂ
型・Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、

患
者
・
感
染
者
数
が
２
５
０
万
人
以
上
に

の
ぼ
る
国
内
最
大
の
感
染
症
で
、
感
染
す

る
と
慢
性
の
肝
臓
病
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
な
り
ま
す
。

肝
臓
は「
沈
黙
の
臓
器
」
と
い
わ
れ
、

熱
や
痛
み
な
ど
の
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
が

ん
に
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

感
染
し
な
い
た
め
に

他
人
の
血
液
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
握
手
や
く
し
ゃ
み
、
食
器
、
風

呂
、
ト
イ
レ
の
共
用
で
感
染
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
市
で
は
、
節
目
年
齢
に
到
達
す
る
人
を

対
象
に
無
料
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
検
診

対
象
者
に
は
、
受
診
券（
黄
色
の
圧
着
は

が
き
）を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◉
対
象　
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70

歳
に
到
達
す
る
人
で
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

◉
期
限　
令
和
９
年
２
月
27
日
㈯

◉
場
所　
市
・
三
股
町
の
指
定
医
療
機
関

※
詳
細
は
受
診
券
に
記
載

◉
検
診
方
法　
血
液
検
査

◉
そ
の
他　
受
診
の
際
に
は
、
必
ず
受
診

券
と
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書

を
持
参
。
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
発
行
し
ま
す

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
て
、

◎
問
い
合
わ
せ　
健
康
課　
☎
23
－
２
７
６
５

肝炎は早期発見が大切です。
検診で感染の有無を確認し、必
要な場合は適切な治療で肝硬変
や肝がんへの進行を防ぎましょ
う。まずは気軽に検診へ！

健康課
副主幹
牧田 由紀子

まずは
検診から！

7月28日は
世界肝炎デー

充
実
し
た
医
療
体
制

同
セ
ン
タ
ー
は
、
医
師
会
会
員
や
大

学
か
ら
の
派
遣
医
師
、

病
院
の
勤
務
医
、
薬
剤

師
会
会
員
な
ど
に
よ
る

当
番
制
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
夜
間
、
急
に

具
合
が
悪
く
な
っ
た
場

合
な
ど
で
も
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
年
中
無
休
の
医

療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

◉
診
療
科　
内
科
、
外
科
、
小
児
科

◉
診
療
時
間　
19
時
～
翌
朝
７
時

※
受
付
時
間　
翌
朝
６
時
45
分
ま
で

◉
場
所　
都
城
市
郡
医
師
会
病
院
内

　
　

 

（
太
郎
坊
町
１
３
６
４
－
１
）

※�

継
続
治
療
や
通
院
は
で
き
な
い
た
め
、

翌
日
に
は
必
ず
か
か
り
つ
け
医
な
ど

を
受
診
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
症
状
の
対
応
に
迷
っ
た
ら

電
話
相
談
を
利
用
く
だ
さ
い

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受
診
者
の
約
３

割
を
小
児
科
が
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
身
近
に
相
談
者
の
い
な
い
保

護
者
が
不
安
で
駆
け
込
む
ケ
ー
ス
や
、

日
中
に
受
診
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

夜
間
に
受
診
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

夜
間
に
子
ど
も
の
病
気
や
け
が
で
心

配
な
と
き
は
、
ま
ず
は
、
電
話
相
談
を

利
用
く
だ
さ
い
。
症
状
に
応
じ
た
適
切

な
対
処
法
な
ど
、

小
児
科
医
の
支

援
体
制
の
下
、

看
護
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◉
相
談
料　
無
料

◉
利
用
時
間

•

月
～
土
曜
日　
18
時
～
翌
朝
８
時

・
日
曜
日
・
祝
日　
８
時
～
翌
朝
８
時

【
プ
ッ
シ
ュ
回
線
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
】

【
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
】

☎
０
９
８
５
－
35
－
８
８
５
５

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

適
正
に
利
用
く
だ
さ
い

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
民
の
生
命
と
安
心
を

守
る
た
め
、
夜
間
急
病
診
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
健
康
課　
☎
23
－
２
０
５
６

　
　
　
　
　
　
　
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー　
☎
36
－
８
８
９
０
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読者のお便り

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

※�応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問などの回答
以外には利用しません

ご協力ありがとうございました。

◉ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代・20～30代・40～50代・60～70代・80代以上

◉ ７月号で特に興味を持ったページのタイトル

◉ ７月号を読んでのわたしの一言

◉ 最近の関心事や身の回りのことなど

５月号に寄せられた皆
さんからのお便りを紹介し
ます

M
iy

ak
on

oj
o Public Relations　

　
　

　
　

　

　
  2026.5

Readers
Voice

　　多くの情報が載る広報紙を楽しく読んでいま
す。今回は都城フィロソフィの「笑顔で仕事に取
り組む」を通して、自分の仕事を振り返る良い機
会になりました。　　　（LINE投稿　ゆうさん）

　　家族でドリーム・ベースボールを観戦。普段は
解説をしている人のプレーがかっこよくて面白
かったです。また機会があれば観戦したいです。
　　　　　　　　　  　（都原町　うさきちさん）

　最近の災害の多さを実感し、他人事ではない
と感じています。新しい防災気象情報の記事は
分かりやすく、早めの行動や避難を心掛けたい
と思いました。 　（LINE投稿　かなこっちさん）

　まちの話題の霧島酒造スポーツランド都城で
バトンをつなぐ姿がとても素敵でした。来年の
国スポ・障スポがますます楽しみになりました。

          　　　　　（宮崎市　しいちゃんさん）

安全・安心
情情報報 Safety and security

information

◎問い合わせ　
　市消費生活センター
　☎ 23-7154

強引な訪問購入のトラブルに注意

□突然の訪問業者を家に入れない
　※飛び込み勧誘は法律で禁止されています
□売る気がなければ、話を聞かずにきっぱり断る
□�トラブルを防ぐため、一人での対応は避ける
□盗難防止のため、貴金属から目を離さない
□�身の危険や盗難の恐れがあれば、すぐに110

番通報する
□�書面受領から８日以内はクーリング・オフが

でき、契約の解除や引き渡しの拒否が可能

業者が家庭を訪問して物品を買い取る「訪問
購入」のトラブルについての相談が多く寄せら
れています。トラブルに遭わないために、次のこ
とに気を付けましょう。

ECOECO
ライフライフ

ぼんちの

海に流出するプラスチックごみは世界的に増加の一
途をたどっていて、このままでは2050年までに海の魚
の重量を上回ることが予測されています。ウミガメの
誤食など生態系への被害も深刻です。

海のない本市でも、一人一人の意識で未来を変える
ことができます。使い捨て型から循環型社会へ変える
ため、次の「４Ｒ運動」を意識しましょう。

未来のために減らそう!プラスチックごみ

◉問い合わせ　環境業務課　☎ 24-5560

困ったときは、近くの消費生活センターなど
に相談ください。

R
リフューズ

efuse：ごみになるものを断る
コンビニなどでレジ袋やスプーンを断るなど
R

リデュース

educe：ごみを減らす
食べ残しを減らす、詰め替え商品を選ぶなど
R

リユース

euse：繰り返し使う
修理して使う、フリーマーケットを活用するなど
R

リサイクル

ecycle：正しく分別し再生利用する

限られた資源を大切にし、環境に優しいまちづくり
に協力ください。

４
Ｒ
運
動

✓

✓
✓
✓
✓

✓



猫カフェペア利用券（一人での利用も可）  25組
プレゼント提供者

猫カフェf
エ フ ノ ン

.Non（南横市町4186-17） ☎090-6295-8908

プレゼントの応募方法

◎�応募締め切り　７月31日(金)　当日消印有効
◎�当選者発表　本紙９月号
◎５月号当選者　エリーさん　他２人
◎５月号応募総数　81通

はがきに住所、氏名、電話番号と、7月号を読んだ感
想などを書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

※�市公式LINEとお友だちの人は、プレゼントボタンから
応募できます

読者プレゼント今月の

15匹の猫が暮らす猫カフェ。近日中に子猫が仲間入り
する予定です。気まぐれな猫たちと、日常を忘れる空間
で心ほどけるひとときを過ごしませんか。　
※本利用券は、土・日曜日の10時～12時のみ利用可能

▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

読者のお便り
郵便はがきにこの面を貼り付けて、
宛名面に次のとおり記載の上、郵送ください。

お待ちしています

宛先
　郵便番号　８８５－８５５５
　都城市役所秘書広報課　行
　※住所の記載は不要

送付者情報
①氏名、②フリガナ、
③ペンネームまたはイニシャル、
④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号

力企業の

都城をけん引する企業を紹介

Vol.70

有限会社観音池ポーク

☎ 58-5499

Corporate
Power

代表取締役　馬場　康輔さん

高
城
町
で
誕
生
し
、
約
40
年
に
わ
た
り

愛
さ
れ
続
け
る
ブ
ラ
ン
ド
豚
を
手
掛
け
る

有
限
会
社
観
音
池
ポ
ー
ク
。
直
売
所
に
は

観
音
池
ポ
ー
ク
を
使
っ
た
総
菜
が
並
び
、

中
で
も
売
り
上
げ
の
３
割
を
占
め
る
メ
ン

チ
カ
ツ
が
名
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

臭
み
が
な
く
、
や
わ
ら
か
な
肉
質
と
脂

の
甘
み
が
特
徴
の
観
音
池
ポ
ー
ク
。「
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
の
餌
が
こ
だ
わ
り
で
す
。
し

か
し
イ
ン
フ
レ
で
餌
が
高
騰
し
、
お
い
し

さ
を
守
る
た
め
に
価
格
を
改
定
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
き
は
お
客
様
が
離
れ
な
い

か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。」
と
話
す
の
は
、

昨
年
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
馬
場
康
輔

さ
ん
。「
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
一
環
で
新
た

に
ア
プ
リ
を
導
入
。
お
得
な
情
報
を
発
信

す
る
だ
け
で
な
く
、
購
買
傾
向
が
分
か
る

な
ど
、
結
果
的
に
お
客
様
と
さ
ら
に
深
く

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

生
産
部
門
で
長
年
養
豚
に
携
わ
り
、
代

表
に
な
っ
た
現
在
も
養
豚
に
向
き
合
い
続

け
る
馬
場
代
表
。
生
産
現
場
の
自
動
化
や

見
え
る
化
に
も
力
を
入
れ
て
い
て「
ス
ト

レ
ス
に
弱
い
豚
は
、
発
育
環
境
の
整
備
が

一
番
大
切
。
安
定
し
た
生
産
体
制
を
守
る

た
め
に
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
温
度
管
理
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
を
目
指
し
て
奮
闘
中

で
す
」と
力
を
込
め
ま
す
。

社
員
が
幸
せ
に
働
き
続
け
ら
れ
る「
健

康
経
営
」
の
実
現
を
目
標
と
し
て
い
る
同

社
。「
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
加
え
、

商
品
開
発
や
販
路
開
拓
に
挑
戦
し
て
利
益

を
出
し
続
け
、
家
族
を
就
職
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
会
社
に
し
た
い
」
と
熱

く
語
る
馬
場
代
表
の
瞳
に
は
、
先
代
か
ら

受
け
継
い
だ
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
続
け
る
と

い
う
強
い
決
意
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

県畜産共進会でグランドチャンピオンを2
連覇した観音池ポーク



都
城
島
津

八
は ち

幡
ま ん

遺跡（八幡町）

歴史探訪 !

◎問い合わせ　文化財課　☎ 23-9547

|  H i s t o r y  e x p l o r a t i o n  |

都城
市立美術館vol.99
Miyakonojo City Museum of Art 

「でんでんでん（ゆめ）」
高野　明広　作（1989年）

遊び疲れたのか、お面を頭に付けたまま眠る子ども。周
囲には伝統的なおもちゃや紙風船が散らばり、藍色の丹

た ん

前
ぜ ん

が折り重なっていて、夢の世界を包み込みます。赤やピン
クと深い藍色の鮮やかな対比が印象的でありながら、着物
の柄やおもちゃの一つ一つまで丹念に描き込む繊細な筆致
が、静かな部屋の空気感と家族の温かさを鮮やかに伝えて
います。

本市出身の作者・高野 明広（1955-）は、都城泉ヶ丘高
校や佐賀大学で美術を学んだ後、県内で教壇に立ちながら
創作活動を続け県美術展や宮日美展において特選などを受
賞。日常の何気ない瞬間を切り取った本作には、作者が家
族と過ごした大切な時間への思いが込められていて、見る
人の心に温かな記憶を呼び起こします。

◎問い合わせ　市立美術館　☎ 25-1447

中心市街地の居住推進事業に伴い令和４・５年度
に行われた発掘調査で、直角に折れ曲がる道路の跡
が見つかった八幡遺跡。調査区付近を描いた江戸
時代の絵図にも同じ形の小

こ う

路
じ

が描かれていて、当時
の記述と照らし合わせると、調査区周辺は江戸時代
において都城島津家の家臣である小杉家の屋敷地で
あったことが判明しました。武家の屋敷地内の様相
を、文献資料と対照しながら検討できる貴重な調査
事例です。

また、文献資料からは、屋敷地周辺は江戸時代に
複数回の大火災に見舞われたことが確認できます。
さらに、当時廃棄されたとみられる日用品類や瓦な
ども見つかっています。
※�発掘調査の報告書は、市立図書館やウェブ上の「全

国遺跡報告総覧」で閲覧できます

芦
ろ

雁
が ん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

　都城島津家伝来の絵画作品「芦雁図屏風」は、六
曲一双の形態で、左隻に水辺に飛んで来る雁

がん

、右隻
には刈田で羽を休める一群が描かれています。元来、
雁は中国文人の漢詩の題材として好まれ、水辺の雁
と芦

あし

は、絵画においても花鳥画の主要な題材の一つ
として定着。日本では、室町時代以降に水墨画の主
題として多くの芦雁図が制作されています。

 本屏風の作者とされる財部盛
せい

陳
ちん

（生没年不詳）は、
都城島津家に仕えた武士であると同時に、優れた絵
師でもありました。盛陳は、雪舟流水墨画を都城に
伝えた画僧秋

しゅう

月
げつ

等
とう

観
かん

に師事した財部寿
じゅ

福
ふく

坊
ぼう

等
とう

見
けん

の子
孫で、当時日本画の台頭であった狩野派の画技も修
めました。「庄内地理志」や「万

よろず

覚
おぼえ

書
がき

」などに絵師とし
ての働きが記録されるほど若くして画才を認めら
れ、「波

なみ

図
ず

屏風」や「雪
ゆき

竹
たけ

鳩
はと

栗
り

鼠
す

図屏風」の制作も手掛
けたと伝えられています。
※7月11日㈯から9月27日㈰まで開催する企画展「イ
　ロイロ―色彩に見る都城の歴史―」で展示予定

◎問い合わせ　都城島津邸　☎ 23-2116
（左）調査で検出された道路状遺構、（右）庄内地理志絵図

芦雁図屏風（上：左隻／下：右隻）
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◎問い合わせ
市立図書館	 ☎︎ 22-0239
高城図書館	 ☎︎ 58-4224

新 刊 紹 介

おすすめ図書
使
い
方

ア
ジ
サ
イ
の
葉
に
　
つ
ん
ぐ
ら
め
が
お
い
ね

意
味

ア
ジ
サ
イ
の
葉
に
　
カ
タ
ツ
ム
リ
が
い
る
ね

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

カタツムリの見た目を表現した「とぐろ巻き（ぐるぐる
巻き）」が転

てん
訛
か

したもの。
※方言は市内でも地域や年齢によって異なります
参考文献　瀬戸山計

け さ の り
佐儀著 「都城さつま方言辞典」

つ
ん
ぐ
ら
め

背景

カタツムリ

夢追い人びと

世代を超えて楽しめるゲートボール　
日本発祥のゲートボールは、老若男女が一緒

に楽しめる世界的なスポーツ。「都城友の会」で
は、中学生から92歳まで幅広い世代が一緒に
プレーしています。昨年は、３世代チームで戦
う世代交流大会で全国２位。現在は、日本一を
目指して練習に励んでいます。

若者にも楽しさを知ってほしい　　　　

安久小学校の校庭で練習するのは、同チーム
最年少で中郷中学校２年の上原琉星さん。共に
練習する小学生らとともに、昨年の全国ジュニ
ア大会で準優勝の快挙を成し遂げました。「高
齢の競技者が多いゲートボールですが、地域か
らもっと盛り上げて、幅広い世代にその輪を広
げていきたい」と笑顔を見せていました。

ゲートボール（公開競技）

県ゲートボール協会   会長   水久保  豊さん（都城友の会・左）

【市 立 図 書 館】	 ●休 館 日／なし
	 ●開館時間／ 9：00 ～ 21：00

【高 城 図 書 館】	 ●休 館 日 ／７月７日・14日・19日～ 21日
　　　　　　　　　　　　　　　　28日、８月４日・11日・12日
	 ●開館時間／ 9：30 ～ 18：00

たびたび
さくらももこ(著)、新潮社(出版）

　世界のどこを旅しても、ももこがい
れば笑いあり。雑誌「富士山」から生ま
れた、幻の旅エッセイ11編を収録。作
家・朝井リョウによる特別寄稿も収録
しています。

ムーミンをめぐる100の秘密
アマンダ・リー（文）、徳間書店（出版）

ムーミン物語から作者トーベ・ヤン
ソンについてまで、誰もが知りたい秘
密を一冊でぎゅっと紹介。原作とムー
ミン・コミックのオリジナルイラスト
が満載です。

日々の練習で技術を磨く上原さん ゲートボールに熱中する安久小の児童たち

●開催日程　令和９年９月11日㈯・12日㈰
●開催場所　都城運動公園陸上競技場
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都 城 市 現 住 人 口

※令和７年国勢調査の速報値に基づく推計人口

スマートフォンか
らも統計情報を
確認できます。

㉑

病気で苦しむ動物たちを助ける
獣医師になりたい

私の夢
◎問い合わせ　フィロソフィ推進課　☎23-7163

編
集
後
記

時が経つのは早いもので、気が付くとわが家の末っ
子が４月から小学６年生となりました。子どもらが
通学したのは私の母校でもある小学校。小学校行事
に参加できることが最後の年だと思うと、親の思い
もひとしおです。子どもはもちろんですが、私も可能
な限り参加していきたいと思います。　　　　（祐）

４月から広報担当になり、以前から大好きだった
写真を仕事に生かすぞ！と意気込んでいましたが、

「誰かに何かを伝える写真」とは難しいものです
ね...先輩方の仕事ぶりを見て勉強する毎日です。取材
に協力くださる人への感謝を忘れず、伝わる記事が
作成できる広報担当になれるよう精進します。（夏）

田中　すみれさん　大王小６年

令和８年６月１日現在 前 月 比 前 年 比
世 帯 数 74,021 世帯 59 74
人 口 総 数 160,067 人 -17 1,054
男 性 75,353 人 15 448
女 性 84,714 人 -32 606

世の中ではよく、「不言実行」が美徳とされますが、
都城市役所では、やると決めたことを周りの人に宣言
する「有言実行」を大切にします。

まず、自らが手を挙げて「これは自分がやります」
と周りの人に宣言することで、自分を奮い立たせるこ
とができます。このことによって、目標を達成するこ
とがより確実となります。

また、言葉にすることは、周りの人を巻き込み、み
んなが一致団結する絶好のきっかけとなります。

朝礼や会議など、あらゆる機会を捉えて自分の考え
をみんなの前で宣言することで、自分を励ますととも
に、物事を成し遂げるエネルギーとするのです。

有言実行でことに当たる

第３ 章 燃える集団となる

第２部　素晴らしい都城市とするために

届けたい都城の風景

「都城島津邸の日本庭園」（早鈴町）

雨が続いた６月上旬、束の間の晴れ間
に取材へ出かけて撮影した１枚です。梅
雨であることを忘れてしまうくらいの青
空の下、鮮やかな緑の草木が生き生きと
していました。撮影を終えると、心がリ
セットされ、すっきりとした気持ちに。
時が止まったかのような日本庭園の美し
さには、忙しく過ぎていく日常を忘れさ
せ、心を落ち着かせる力があるのかもし
れません。

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ 24-200mm・F4-6.3、
１/160 秒　Ｆ20　焦点距離 39mm　ISO160
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参加
無料

株式会社かんぽ生命保険、NHK、NPO法人全国ラジオ体操連盟株式会社かんぽ生命保険、NHK、NPO法人全国ラジオ体操連盟主催

スポーツ政策課　☎２３-９５４６　スポーツ政策課　☎２３-９５４６　問い合わせ

申し込みフォームから
スポーツ政策課
申し込みフォームから
スポーツ政策課
申し込みフォームから
スポーツ政策課

霧島酒造スポーツランド都城 KUROKIRI STADIUM霧島酒造スポーツランド都城 KUROKIRI STADIUM霧島酒造スポーツランド都城 KUROKIRI STADIUM

８月９日日 午前6時８月９日日 午前6時８月９日日 午前6時
場所

申込方法

日時

当日数量限定で

記念品
プレゼント

都城市新市誕生20周年記念事業

つなごう！ラジオ体操のワつなごう！ラジオ体操のワ

2026年度 夏期巡回


